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２
０
２
５
年
９
月
６
日

（
土
）、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
「
法
政
フ
ェ
ア
２
０
２
５ 

in 

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
開
催

さ
れ
、
卒
業
生
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
「
法
政
フ
ァ
ン
」
が

キ
ャ
ン
パ
ス
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
校
友
会
活
動
へ
、

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
２
０
２
５
年
３
月
、

母
校
法
政
大
学
は
第
21
代
総
長

に
ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー
氏
を
迎
え

ま
し
た
。
本
学
初
の
外
国
籍
総

長
、
そ
し
て
田
中
優
子
氏
に
続

く
女
性
２
人
目
の
総
長
就
任
で

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
や
多
様

性
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
き
た

校
友
会
は
今
年
度
か
ら
始
動

し
た
女
性
活
躍
推
進
委
員
会
の

第
１
回
企
画
と
し
て
「
だ
れ
も

が
輝
け
る
社
会
を
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

か
ら
―
若
手
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
と
女
性
活
躍
推
進
の
視
点

で
―
」
と
銘
打
ち
、
ダ
イ
ア
ナ
・

コ
ー
法
政
大
学
総
長
の
講
演
及

び
、
野
口
み
ど
り
校
友
会
副
会

長
・
女
性
活
躍
推
進
委
員
長
（
経

営
学
部
82
年
度
卒
業
）、
元
北

海
道
文
化
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
石
野
智
子
氏
（
文
学
部
18
年

度
卒
業
）
が
加
わ
っ
て
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

石
野
氏
の
司
会
で
ス
タ
ー
ト

し
た
イ
ベ
ン
ト
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
竹
中
宣
雄
会
長
は
「
校
友

会
と
し
て
重
要
な
事
業
の
一

つ
」
と
し
て
念
願
で
あ
っ
た
女

性
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
と
へ
の
期

待
に
触
れ
、
続
き
登
壇
し
た
野

口
委
員
長
は
今
後
の
展
望
を
述

べ
る
と
と
も
に
、参
加
者
へ
「
ぜ

ひ
性
別
や
年
齢
の
雲
（
障
壁
）

を
取
り
払
っ
て
行
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

コ
ー
総
長
の
講
演
「
誰
も
が

『
等
し
く
』
活
躍
で
き
る
大
学

へ
」
で
は
、
コ
ー
総
長
の
実
体

験
を
交
え
な
が
ら
こ
の
分
野
の

基
本
的
な
視
点
（
考
え
方
）
の

解
説
に
始
ま
り
、
男
女
間
の
平

等
は
政
治
や
キ
ャ
リ
ア
な
ど
の

分
野
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
「
男
女
不
平
等
」
の
定
義

や
、
法
政
大
学
が
い
ち
早
く
声

を
上
げ
た
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

宣
言
」
や
Ｄ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
設

立
な
ど
の
本
学
の
先
進
的
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

講
演
内
容
を
テ
ー
マ
と
し
た

ト
ー
ク
の
ほ
か
、
事
前
に
数
多

く
寄
せ
ら
れ
た
質
問
へ
の
回
答

に
３
名
が
丁
寧
に
答
え
ま
し

た
。「
だ
れ
も
が
輝
け
る
社
会
」

の
た
め
に
法
政
大
学
が
で
き
る

こ
と
や
、
企
業
で
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
続

き
、「
女
性
活
躍
推
進
」
と
い

う
概
念
へ
の
疑
問
に
つ
い
て

は
、
コ
ー
総
長
自
ら
も
い
つ
も

「
言
葉
の
表
現
に
悩
ん
で
い
る
」

と
語
る
一
幕
も
。
大
切
な
の
は

「
す
べ
て
の
人
に
本
当
の
意
味

で
選
択
肢
が
あ
る
生
き
方
」
で

あ
る
と
ま
と
め
ま
し
た
。

最
後
は
多
数
の
質
問
に
答
え

た
こ
と
も
あ
り
終
了
予
定
時
間

を
過
ぎ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど

の
参
加
者
が
席
に
残
り
、
な
お

壇
上
の
ト
ー
ク
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
ま
た
終
了
後
も
会
場
の

熱
は
冷
め
や
ら
ず
、
コ
ー
総
長

の
も
と
に
集
ま
っ
た
参
加
者
一

人
一
人
と
対
話
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
総
長
の
話

が
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
総

長
の
端
的
な
言
葉
に
胸
が
す
く

思
い
」「
在
学
生
に
も
聞
か
せ

た
い
」「
ま
た
も
っ
と
時
間
を

取
っ
て
開
催
し
て
ほ
し
い
」
等

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

野
口
委
員
長
は
「
今
回
を
皮

切
り
に
、
今
後
も
『
だ
れ
も
が

輝
け
る
社
会
』
を
皆
で
考
え
て

い
く
企
画
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

法
政
フ
ェ
ア
で
校
友
会
は
こ

の
ほ
か
卒
業
50
年
・
40
年
・
30

年
の
方
の
懇
親
会
、
メ
タ
バ
ー

ス
企
画
「
メ
タ
バ
ー
ス
で
体

験
！
バ
ー
チ
ャ
ル
法
政
校
友
サ

ロ
ン
」
を
開
催
し
、
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
輝
け
る
社
会
を
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
か
ら

女
性
活
躍
推
進
委
員
会
第
１
回
企
画

法
政
大
学
、
同
校
友
会
お
よ

び
ふ
る
さ
と
回
帰
・
移
住
交
流

推
進
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ–

Ｆ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
連
携
に
関

す
る
協
定
が
、
９
月
20
日
に
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
法
政
大
学
は

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ–

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｏ
と
の
学
校
法
人
と
し
て
初
め

て
の
協
定
締
結
先
で
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ–

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
増
田
寛
也
会
長
は
「
法

政
大
学
は
、
就
職
支
援
に
関
す

る
協
定
を
26
の
自
治
体
と
締
結

し
て
い
ま
す
。
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
４
月
に
は

研
究
科
横
断
組
織
『
地
域
創
造

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
』
も
開

設
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
に
法
政
大
学

憲
章
の
『
自
由
を
生
き
抜
く
実

践
知
』
の
精
神
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
８
万
３
０
０
０
人
の

会
員
、
47
都
道
府
県
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
も
つ
校
友
会
と
の
連

携
は
、
期
待
に
満
ち
た
も
の
で

す
。
こ
の
協
定
を
機
に
地
方
創

生
は
さ
ら
に
加
速
す
る
と
考
え

ま
す
。

ま
さ
に
日
本
中
の
地
域

が
再
び
『
百
花
繚
乱
』
の

よ
う
な
輝
き
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
に
、
我
々
も
そ
の

一
翼
を
、
し
っ
か
り
担
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、

○
法
政
大
学
は

・�

地
方
再
生
と
い
う
社
会

的
な
要
請
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と

・�

学
生
へ
充
実
し
た
地
方

大
学
と
校
友
会
が

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ–

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と

連
携
協
定
を

法
人
化
が
も
た
ら
し
た

組
織
の
自
立
と
透
明
性

―
桑
野
秀
光
元
会
長
に
聞
く

法
政
大
学
校
友
会
の
転
機
―

（左から）高橋公ふるさと回帰・移住交流推進機構理事長、
ダイアナ・コー法政大学総長、竹中宣雄法政大学校友会会長

就
職
の
支
援
が
で
き
る
こ
と

・�

地
方
で
の
教
育
活
動
や
地
方

を
対
象
と
し
た
研
究
活
動
の

充
実
化
が
で
き
る
こ
と

・�

地
方
を
中
心
に
優
秀
な
学
生

の
獲
得
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と

○
法
政
大
学
校
友
会
は

・�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
地

方
創
生
に
貢
献
す
る
こ
と

・�

校
友
会
正
会
員
の
地
方
移
住
・

地
方
就
職
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
る
こ
と

・�

卒
業
生
と
地
域
を
結
び
つ
け

る
活
動
を
通
じ
、
地
域
校
友

会
の
支
援
が
で
き
る
こ
と

○�

ふ
る
さ
と
回
帰
・
移
住
交
流

推
進
機
構
は

・�

学
生
、
卒
業
生
に
よ
る
移
住

を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る

有
意
な
人
材
が
増
え
る
こ
と

・�

校
友
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
地
域
の
受
け
皿
の

拡
充

・�

地
域
課
題
に
対
す
る
大
学
の

知
見
を
活
か
し
た
実
践
的
な

共
同
研
究
な
ど
。

三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
協
定
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
総
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
法
政
大
学
は
新
た
な

時
代
へ
と
歩
み
を
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
校
友
会
も

大
学
、
後
援
会
と
三
位
一
体
と

な
り
、
未
来
志
向
の
発
展
を
遂

げ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

校
友
会
は
、
９
月
に
法
政
大

学
と
ふ
る
さ
と
回
帰
・
移
住
交

流
推
進
機
構
の
三
者
で
連
携
協

定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
地

方
創
生
は
大
き
な
課
題
で
す

が
、
本
協
定
を
通
じ
、
卒
業
生

の
地
方
移
住
や
、
Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
地
域
就
職
・

定
着
の
促
進
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。
都
市
か
ら
地
方
へ
、

学
生
か
ら
社
会
人
へ
―
―
母
校

で
培
っ
た
「
進
取
の
気
象
」
を

各
地
で
発
揮
で
き
る
よ
う
、
法

政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た

支
援
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
陸
上
競

技
部
は
惜
し
く
も
箱
根
駅
伝
本

戦
出
場
は
逃
し
ま
し
た
が
、
選

手
た
ち
は
最
後
ま
で
粘
り
強
く

走
り
抜
き
、
法
政
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

健
闘
に
心
か
ら
の
拍
手
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
校

友
会
箱
根
駅
伝
応
援
募
金
」
に

は
例
年
多
く
の
校
友
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
募

金
は
選
手
の
育
成
環
境
の
整
備

や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に
確

実
に
活
か
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
復
活
へ
の
大
き
な
力
と
な
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

校
友
会
は
、
卒
業
生
同
士
を

結
び
、
母
校
や
現
役
学
生
に
貢

献
す
る
組
織
と
し
て
、
今
後
も

着
実
に
歩
み
続
け
ま
す
。
親

睦
を
深
め
る
三
大
イ
ベ
ン
ト

（
オ
ー
ル
法
政
ゴ
ル
フ
大
会 

″
総
長
杯
＂ 

、
法
政
大
学
全
国
卒

業
生
の
集
い
、
オ
ー
ル
法
政
新

年
を
祝
う
会
）
を
開
催
す
る
と

共
に
、
ウ
ェ
ブ
発
信
の
充
実
を

は
じ
め
、
世
代
や
地
域
を
超
え

た
つ
な
が
り
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
校
友
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

令
和
8
年　

元
旦

法
政
大
学
校
友
会
は
、

２
０
１
４
年
に
法
人
化
と
い
う

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
校
友
の
力
を
結
集
し
、
未

来
へ
と
続
く
持
続
可
能
な
組
織

へ
―
―
そ
の
歩
み
を
桑
野
秀
光

元
会
長
が
語
り
ま
す
。

桑
野
元
会
長
「
法
人
化
以
前
は 

″
校
友
連
合
会
＂
と
称
し
、
卒

業
生
や
地
域
校
友
会
同
士
の
親

睦
が
主
な
目
的
だ
っ
た
。
そ
う

し
た
会
を
根
本
か
ら
改
め
、
大

学
・
後
援
会
・
校
友
会
が
三
位

一
体
と
な
り
、
法
政
大
学
の
未

来
に
貢
献
で
き
る
組
織
を
目
指

す
こ
と
に
な
っ
た
。

法
人
化
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

れ
ま
で
の
大
学
や
構
成
団
体
か

ら
の
資
金
援
助
に
頼
ら
ず
、
卒

業
生
一
人
ひ
と
り
か
ら
会
費
を

徴
収
し
て
運
営
費
に
充
て
、
財

政
の
自
立
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、

法
人
法
の
規
律
を
受
け
る
こ
と

で
透
明
性
を
高
め
よ
う
と
考
え

た
」。東

京
六
大
学
で
初
め
て
同
窓

会
を
一
般
社
団
法
人
化
し
た
法

政
大
学
校
友
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
「
進
取
の
気
象
」
を
体
現
し

続
け
て
い
き
ま
す
。

会
長

　竹
中 

宣
雄

一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
校
友
会

校
友
会
会
長 

新
年
の
ご
挨
拶
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（単位円）

2025年度予算および2024年度決算について

2025年度予算（正味財産増減計算ベース）

2024年度正味財産増減計算書

一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益
　　特定資産運用益
　　受取会費
　　　新卒終身会費
　　　既卒終身会費
　　事業収益
　　受取寄付金
　　雑収益他
経常収益計
（２）経常費用
　　事業費計
　　管理費計
経常費用計
当期経常増減額
２．経常外増減の部
（１）経常外収益
（２）経常外費用
当期一般正味財産増減額

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益
　特定資産運用益
　受取会費
　　新卒終身会費
　　既卒終身会費
　事業収益
　受取寄付金
　雑収益他
経常収益計
（2）経常費用
　事業費
　管理費
経常費用計
当期経常増減額
２．経常外増減の部
（1）経常外収益
（2)経常外費用
貸倒損失
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正味財産増減の部
Ⅲ 正味財産期末残高

400,574
186,030,000
178,140,000
7,890,000

29,216,988
0

1,598,666
217,246,228

31,899,078
73,618,504
105,517,582
111,728,646

0
0
0
0

111,728,646
1,431,289,483
1,543,018,129

0
1,543,018,129

0
194,235,000
184,830,000
9,405,000

27,915,072
0

1,304,253
223,454,325

31,210,781
69,050,374
100,261,155
123,193,170

0
0
0
0

123,193,170
1,308,096,313
1,431,289,483

0
1,431,289,483

400,574
△ 8,205,000
△ 6,690,000
△ 1,515,000
1,301,916

0
294,413

△ 6,208,097

688,297
4,568,130
5,256,427

△ 11,464,524

0
0
0
0

△ 11,464,524
123,193,170
111,728,646

0
111,728,646

11,100,000
195,000,000
180,000,000
15,000,000
29,000,000
100,000

1,000,000
236,200,000

31,500,000
77,200,000
108,700,000
127,500,000

0
0

127,500,000

400,574
186,030,000
178,140,000
7,890,000
29,216,988

0
1,598,666

217,246,228

31,899,078
73,618,504
105,517,582
111,728,646

0
0

111,728,646

10,699,426
8,970,000
1,860,000
7,110,000
△ 216,988
100,000

△ 598,666
18,953,772

△ 399,078
3,581,496
3,182,418
15,771,354

0
0

15,771,354

2025年4月1日から2026年３月31日まで

2024年4月1日から2025年3月31日まで

（単位円）

科　目 当年度 前年度 増減

（単位円）2024年度　貸借対照表

Ⅰ 資産の部
　流動資産合計
　固定資産合計
資産合計
Ⅱ 負債の部
　流動負債合計
負債合計
Ⅲ 正味財産の部
負債及び正味財産合計

364,618,989
1,397,399,227
1,762,018,216

219,100,087
219,100,087

1,543,018,129
1,762,118,216

357,252,004
1,281,269,000
1,638,521,004

207,231,521
207,231,521

1,431,289,483
1,638,521,004

7,366,985
116,130,227
123,497,212

11,868,566
11,868,566
111,728,646
123,597,212

2025年3月31日現在
科　目 当年度 前年度 増減

科　目 当年度 前年度 増減

2025年9月6日（土）に大学主催のホームカミ
ングデー「法政フェア」にて、校友会正会員サー
ビスとして、校友会企画「メタバースで体験！
バーチャル法政校友サロン」を開催しました。

メタバースとは？1

9月6日法政フェア企画紹介2

メタバースとは、インターネット上に構築された仮想空間のことです。
人がコンピュータを使ってこの空間に集まり、活動ができます。参加者
が「アバター」と呼ばれる自分の分身キャラクターを操作し、アクショ
ン操作やチャット、トーク機能を活用しながら、講演会や座談会、各種
企画への参加、参加者同士での交流を通じて、校友同士のビジネスや趣
味の繋がりを支援するための新たなサービスです。メタバースは、ご自
宅などインターネット環境がある場所からPCやモバイル端末にてご参
加いただけるため、時間や場所にとらわれずに参加できるのが大きな
特長です。さらに、アバターを通じた交流は、世代や地域の垣根を越え
て全国各地の校友が気軽に繋がることができます。

参加者の声3
参加者からは、「アバターが可愛くて、気軽に交
流しやすい」「普段なかなか関わることのない世
代の方と気軽に話すことができた」「アクション
操作を促すような仕掛けがあると面白い」などの
声が聞かれました。初の試みとなる本企画は、卒
業生同士の新たなネットワークの構築や、帰属意
識・連帯感の醸成に繋がるような、世代・地域を超
えたオンライン交流の場となりました。

メタバースは校友会正会員ならどなたでもご参加可能！4
校友向けメタバースは2026年1月まで試験的に運用し、過去に実施した校
友会イベント（一部企画）のアーカイブ配信や、校友会の歴史を感じられる企
画、ビジネスや趣味、学びなおしに活かせる新たな企画・情報発信等を行いま
す。メタバースの参加には、指定のIDとパスワードが必要です。企画実施の前に
企画紹介や申込方法を、校友会Webサイトや各種SNSで告知しますので、ぜひ
ご参加ください。多世代の方に楽しんでいただける空間を構築していきます。
※2010年4月以降入学者で、2014年3月以降の学部卒業生（通学課程）は、卒業
と同時に校友会の正会員です。

おまけ（スタッフ裏話）5
スタッフ同士でカラーライトを振っ
てみました。「推し活」もできそうです！

校友会として初めてメタバースを活用した本企画で
は、メタバース空間内の各スペースにて講演のライブ配
信、講演者や参加者同士の交流会を実施しました。さら
に、校友会の会員サービスや各種イベントの案内チラシ
の閲覧など、情報発信の場としても活用されました。メ
タバース内には主に6つのスペースがあり、一部の企画
をご紹介します。

◆活躍する卒業生展示企画
　「法政キャリアスナップ」（展示スペース）
このような企画があったら面白い！の声から実現し
た企画です。過去に卒業生インタビューで登場いただい
た方や、現在、若手起業家として活躍されている方など、
計10名の卒業生の多彩なキャリアや取り組みをおひと
りずつパネル形式でご紹介。若手起業家やスタートアッ
プに関わる方々のビジネスの繋がりを促進するととも
に、校友同士の
交流を一層深め
ることを目的と
して実施しまし
た。

◆活躍する卒業生講演企画「“自分らしく働く”をあきら
めないAI時代のキャリアデザイン」（教室スペース）
活躍する卒業生の講演企画として、「一般社団法人シ
ンママラボ」代表理事の佐藤笑美里さんにご登壇いただ
き、自身のキャリアや、現代社会におけるAIを活用した
キャリアの磨き方、「自分らしく働く」という新たな選択

肢についてお話しいただきました。講演後には、トーク
機能を用いてメタバース空間内で参加者との交流会が
実施され、講演内容に関する質問に加えて、社会人の時
間の使い方やお子さんとの向き合い方に関する質問や
意見が交わされ、校友同士の実りある時間となりました。

◆総長特別講演×卒業生とのトークセッション「だれもが
輝ける社会をHOSEIから」ライブ配信（教室スペース）
法政フェア当日に実会場で行われた校友会企画「だれ
もが輝ける社会をHOSEIから」のライブ配信をメタバー
ス上で限定配信しました。ダイアナ・コー総長による実
体験を交えた「誰もが『等しく』活躍できる大学へ」の

テーマでのご講演に加え、校友会副会長・女性活躍推進
委員長の野口みどりさん、フリーアナウンサーとして活
躍しながらキャリア支援
を行う会社の広報を務め
る石野智子さんをお迎え
して、総長と卒業生のトー
クセッションが行われま
した。詳しい開催報告は1
面をご覧ください。

◆法政士業の会提供！法政大学リカレント教育オフィス
主催公開講座（教室スペース・学習スペース）
法政大学リカレント教育オフィス主催の法政士業の
会の提供による公開講座のうち、2024年度に実施され
た「ヒト、モノ、カネ、情報を生かす経営基礎講座」につい
てアーカイブ配信を行いました。法政士業の会協力のも
と、本講座ではビジネスの基本要素である「人、物、金、情
報」の活用や実践について、卒業生で各士業の専門家が
わかりやすく解説しています。
また、学習スペースでは
2025年度の公開講座「起
業家のためのステップ
アップ講座」のご案内を掲
載。今後も法政士業の会、
法政大学リカレント教育
オフィスと協力し、社会人
の学びなおしに役立つ情
報を発信していきます。

アクション操作 チャット送信

展示スペース

佐藤笑美里さん

佐藤さん講演の様子 参加者との交流の様子

女性活躍講演トークセッション

チャット画面

アクション（アバター写真） アクション一覧（一例）

リカレント教育公開講座 2024
サムネイル

カラーライトは色が変化します

世代・地域を超えたオンライン交流の場!

 

2015年国際文化学部卒業。「シングル
マザーをポジティブな選択へ」シングル
マザー支援団体「一般社団法人シンママ
ラボ」代表理事として、今までに50以上の
対面・オンラインイベントの企画運営、の
べ500名以上を支援。WEB制作オンライ
ンスクールの専属コーチやキャリアカウ
ンセリング・コーチとしてもご活躍。
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ESSAY

校
友
随
想
〝
法
政
お
お
わ
が
母
校
〞
を
卒
業
し
て
幾
年
。

各
方
面
で
活
躍
し
、そ
の
後
の
人
生
模
様
を
寄
稿
願
っ
た
。

１
９
８
６
年
、
法
政
大
学
経

営
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

当
時
は
バ
ブ
ル
経
済
の
熱
気

と
高
揚
感
に
包
ま
れ
た
時
代

で
、
決
し
て
真
面
目
な
学
生
と

は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
私
の
将
来
を
大
き
く
方
向
づ

け
て
く
れ
た
の
が
、
第
１
期
生

と
し
て
参
加
し
た
「
自
主
マ
ス

コ
ミ
講
座
」
で
す
。

就
職
活
動
の
目
標
が
定
ま
ら

ず
に
い
た
私
に
対
し
、
当
時
メ

デ
ィ
ア
業
界
で
活
躍
さ
れ
て
い

た
本
学
Ｏ
Ｂ
の
方
々
や
事
務
局

の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験

が
、
現
在
の
仕
事
へ
と
つ
な
が

る
大
切
な
原
点
と
な
り
ま
し

た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
学
び
と
出

会
い
の
時
間
だ
っ
た
と
、
今
も

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
に
て
海
外
事
業
推
進
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
ア

ニ
メ
・
音
楽
・
ゲ
ー
ム
な
ど
日

本
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

コ
ン
テ
ン
ツ
が
世
界
で
高
く
評

価
さ
れ
、
半
導
体
や
鉄
鋼
を
上

学
び
が
導
い
た

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ン
タ
メ
へ
の
道

（
株
）
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト　

執
行
役
員

海
外
事
業
推
進
グ
ル
ー
プ
代
表

’90
年　

経
営
学
部

経
営
学
科

中
武
　
宣
廣

回
る
輸
出
額
を
記
録
す
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
を
今
後
の
日
本

の
基
幹
輸
出
産
業
と
し
て
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
官
民
が

連
携
し
た
取
り
組
み
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
の
後
輩

た
ち
が
メ
デ
ィ
ア
業
界
で
活

躍
す
る
姿
や
、「
法
政
大
学
」

の
文
字
を
目
に
す
る
た
び
に
感

じ
る
誇
り
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
私
に
と
っ
て
、
仕

事
を
続
け
る
う
え
で
の
、
大
き

な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ

て
い
ま
す
。

大
学
時
代
は
非
公
認
の
法
政

大
学
サ
ー
フ
ィ
ン
部
に
所
属

し
、
勉
強
よ
り
も
部
活
動
と
塾

講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
中
心
の
生

活
を
送
り
、
成
績
は
学
科
内
で

最
下
位
、
３
年
生
を
２
回
経
験

し
ま
し
た
。
サ
ー
フ
ィ
ン
は

「
チ
ャ
ラ
い
」
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
際
は
寒
く
、
恐
ろ

し
く
、
非
常
に
厳
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
り
、
法
政
大
学
サ
ー

フ
ィ
ン
部
は
学
生
選
手
権
に
も

出
場
す
る
本
格
派
チ
ー
ム
で
し

た
。
多
彩
な
Ｏ
Ｂ
の
中
で
も
、

鎌
倉
・
逗
子
で
動
物
病
院
を
経

営
す
る
獣
医
師
・
宮
田
登
夢
先

生
と
の
出
会
い
が
医
師
を
志
す

転
機
と
な
り
ま
し
た
。

学
内
で
知
り
合
っ
た
家
内

（
日
本
文
学
科
卒
）
か
ら
背
中

を
押
さ
れ
、
自
分
を
追
い
込
む

形
と
し
て
受
験
半
年
前
に
会
社

波
に
学
び
、人
に
学
ぶ

─
─
サ
ー
フ
ィン
か
ら
医
療
の
道
へ

医
療
法
人
社
団 

聡
明
会 

テ
ィ
ー
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

理
事
長

’91
年　

工
学
部

機
械
工
学
科

田
牧
　
聡
志

を
辞
め
独
学
で
医
学
部
に
合
格

し
ま
し
た
。

東
北
大
学
形
成
外
科
教
室
で

専
門
医
資
格
を
取
得
。
石
巻
赤

十
字
病
院
勤
務
中
に
東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
、
家
族
と
共
に

東
京
へ
戻
り
、
２
０
１
５
年
に

錦
糸
町
で
形
成
外
科
・
美
容
外

科
を
開
業
。
２
０
２
４
年
か
ら

は
東
北
大
学
医
学
部
非
常
勤
講

師
と
し
て
、
２
０
２
５
年
か
ら

は
大
学
か
ら
の
医
師
派
遣
も
始

ま
り
後
進
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。

２
０
１
９
年
、
法
政
大
学
理

工
学
部
創
生
科
学
科
３
年
の
と

き
、
天
文
文
化
の
調
査
で
ゼ
ミ

仲
間
と
福
岡
県
八
女
市
星
野
村

を
訪
れ
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な

里
山
と
満
天
の
星
に
心
を
奪
わ

れ
、
村
の
方
々
の
温
か
い
人
柄

に
も
惹
か
れ
て
、
何
度
も
足
を

運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

４
年
生
の
夏
に
は
１
か
月
間

滞
在
し
、
ゼ
ミ
仲
間
と
共
同
生

活
を
送
り
な
が
ら
卒
業
研
究
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
さ
に「
自

由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」
を
体

現
す
る
日
々
で
あ
り
、
私
に

と
っ
て
大
き
な
転
機
点
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
卒
業
後
は
星
野
村
に
移
住
。

現
在
は
八
女
市
観
光
協
会
星
野

支
部
の
事
務
局
に
勤
務
し
、
地

星
降
る
里・星
野
村
で
見
つ
け
た
原
点

八
女
市
観
光
協
会

星
野
支
部
事
務
局

’20
年　

理
工
学
部

創
生
科
学
科

戸
澤
　
理
紗

域
活
性
化
や
観
光
振
興
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

「
福
岡
大
会
」
の
記
念
講
演

で
は
、
星
野
村
で
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
多
く
の

方
々
か
ら
温
か
い
励
ま
し
の
言

葉
を
頂
戴
し
、
改
め
て
地
域
に

貢
献
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
星
野
村
の
魅

力
発
信
と
地
域
の
持
続
的
な
発

展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
福
岡
大
会
の
要
旨
は
12
ペ
ー
ジ
）

同じ志をもつ仲間との出会い
Q.�オープンキャンパススタッフになられた理
由を教えてください。
山内　高校では生徒会に所属し、中学生
の体験入学を通して「誰かの背中を押した
い」という気持ちが強かったからです。

山本　高校生の時に法政大学のオープン
キャンパスを訪れて、励ましの言葉をいただ
きました。私もこの大学で学生スタッフとなっ
て、「受験生（高校生）の進路選択の一助と
なるような存在になりたい」と思いました。

宮澤　ご縁があった法政大学で「自分と同
じ熱量の仲間と出会いたい」という気持ち
が強かった時にスタッフ募集を知り、色々な
学部学年の人と関わるのは楽しそうと心が
動いたことがきっかけです。

全スタッフの心に刻まれる言葉
Q.�2025年度のスタッフスローガンと背景を
教えてください。

宮澤　「スポットライト」です。これまでの経
験から、色々な企画のスタッフができることに
取り組み、オープンキャンパスが成り立つこ
とを実感しました。来場者と学生スタッフの
仲間たちに「スポットライト」を当てて、色々な
可能性を見出したい、スタッフの活動しやす
さを考えるきかっけにしたいと思い、皆で話し
合って決めました。

経験を糧に
Q.�1・2年次の活動内容と、印象に残ってい
る経験を教えてください。
山内　私が所属していた個別相談企画で
は、来場者からの様々な相談に対応し、目的
なく来る方には大学に興味を持ってもらえる
ように話します。熱心にメモを取られる保護者
の方が印象的で、お子さんが勉強しないなど
の相談も受けま
す。事前に、ス
タッフ間で想定
質問集を作成し
共有して臨んで
います。

山本　私は国際文化学部企画に所属し、
冊子班や学部学科説明会班を担当しまし
た。特に説明会は、薩埵ホールで学生自ら
学部を紹介し、約800人の
前で話すことはとても貴重
な経験でした。保護者の方
から、説明がとても良かった
ですと声をかけていただき、
印象に残っています。

宮澤　私が所属していたキャンパスツアー
企画では、学部学年交えながら練習を行い、
ツアー内容を作っていきます。1年次は目の
前のことに精一杯だったのですが、2年次は
より良いツアー内容にするために「誰よりも
フィードバックを出そう」と目標を決め活動に
励んだところ、尊敬する先輩から、「誰に対し
てもよくフィードバックをし
てくれるね」と声をかけて
いただきました。企画に対
して自分自身が役に立
つことができたのかなと
実感した瞬間でした。

スタッフ280人をまとめる存在へ
Q.�なぜ代表陣（代表・副代表）になられたの
ですか
山内　代表は、どの企画にも属さないからこ
そ、客観的に見られる立場で、全体を繋ぐ存
在として、色々な企画を実現させたい気持ち
が強かったからです。合宿では多くの友人が
でき、自分は狭い世界にいたことを実感しま
した。来場者のためにスタッフ同士でより連
携したいという思いがありました。

山本　今までは自分の企画だけに集中し、
他企画のスタッフと連携できない心残りを感
じていたのですが、徐々に他学部を理解す
ることができ、外の世界を見てみたいという
思いがありました。色々な人の考え方を聞く
のが好きで、新しいことに好奇心があり、人
と人を繋ぐ存在になりたかったからです。

宮澤　私はキャンパスツアーが好きで、日々
とても楽しく、活動に満足していました。2年

次は自分なりに企画にどう還元できるかを考
え活動していたのですが、オープンキャンパ
ス全体に還元できたらどんなに良いだろうと
思い、全体をサポートしてみようと考えるよう
になったのが一番大きな理由です。

Q.代表陣としての活動はいかがでしたか。
山内　素晴らしい仲間に出会い、代表とし
て多くのことを実現でき、人生で一番濃い時
間でした。特に取り組んだのは、全体会の改
善です。「企画理解」というテーマで、各リー
ダーが自分の企画について説明をするので
すが、14企画もあると集中力が切れてしま
います。今回は思い切って、クイズ形式の
説明動画を制作しました。朝早くから各リー
ダーの協力を得て撮影し、
初めて動画編集にも挑戦し
ました。スタッフからとても好
評で、やってよかったです。

山本　代表陣だからこそ関われた仲間がい
て、一人ひとりの考え方を知ることができまし
た。私は特に、他の代表陣やリーダーの提案
内容の実現に向けたサポート役に徹しました。
各スタッフが1人で抱えていることがあれば、
活動状況のヒアリングをし、何か手伝えるこ
とがあれば連絡してねといつでも話せる存在
であることを心掛けました。あるスタッフからは
感謝の手紙をもらい、とても嬉しかったです。

宮澤　副代表に挑戦したからこそ、0から1
を生み出せる人、アイディアをどう形にできる
か考えられる人など多くの優秀な仲間に出
会えたことはとても刺激的で、やる気をもらえ
る本当に濃くて楽しい期間でした。当日は来
場者の動線に苦労した時もありましたが、各
スタッフで連携を取り、企画終了後には「学
生の生の声を聞くことができとても楽しかっ
たです。雨の中来て良かったです。」という声
をいただきました。何よりも「来て良かった」
という言葉が嬉し
く、今まで頑張っ
てきて良かったと
報われた気持ち
になりました。

4年次、集大成に向けて
Q.今後のご自身の目標をお聞かせください。
山内　2025年度はスタッフを楽しませるこ
とを目標に活動していたのですが、様々な
場面でとても楽しかったと言ってもらえたこと
が、やりがいを感じる瞬間でした。授業や受
験制度についてはもちろん、それ以上に来
場者は学生の姿をよく見ており、大学や進
路を決めるうえでの選択肢となり得ると思い
ます。いかにスタッフや来場者を楽しませるか
を考え、今後も活動を続けて行きたいです。

山本　私は、人の悩みに寄り添えるような
存在を目指して活動をしてきました。アドバイ
スをしたスタッフから感謝の言葉をもらい、自
分がその人のモチベーションになれたことが
嬉しかったです。今後も、人に寄り添うことを
大切に活動していきたいです。

宮澤　各スタッフが熱意をもって活動してく
れることを強く実感した年でした。2026年度
はキャンパスツアー企画で4年間の集大成と
してのツアーづくりや、スタッフが困った時に
頼れる存在になりたいと思います。他の企画
との繋がりも大切にしていきたいです。

繋ぐ熱い思い
Q.�後輩の皆さんへ期待することをお聞かせ
ください。
山内　一番期待しているのは、オープンキャ
ンパスの熱を切らさないでほしいということで
す。「自分や自分の代だけが楽しい」ではなく
て、次の世代のスタッフや来場者に気持ち
のバトンを繋いでいってほしいです。

山本　先輩がやっていたからではなく、その
学年の新しい魅力を大事にしてほしいなと
思います。　

宮澤　来場者第一のオープンキャンパスは
大前提として、スタッフとしての日 を々存分に
楽しんでほしいです。スタッフのワクワクした
姿は来場者に伝わると思います。準備期間
も当日も、今できる全力のことを追求し、楽し
みながら活動してほしいです。

少子化により定員割れの大学が少なくない中、ここ数年の法政大学は実志願者ランキングで常に上位となり話題を呼んでいる。それは大学公式広報活動であるオー
プンキャンパスによる効果が大きいと言えるのではないか。2025年度オープンキャンパス学生スタッフ代表の山内聖也（やまうちせいや）さん（人間環境学部3年）と、
副代表の山本佳恵（やまもとよしえ）さん（国際文化学部3年）、副代表の宮澤彩絵（みやざわさえ）さん（人間環境学部3年）に話を聞いた。� （校友会事務局　鶴岡）

実質志願者増1・2位を維持するオープンキャンパス活動の主役たち



JAN.01.2026 4ISSUE：24　

期
卒
の
梶
謙
治
様
（
市
谷
亀
岡

八
幡
宮 

第
18
代
宮
司
）
よ
り
、

神
職
と
し
て
の
ご
経
験
を
交
え

た
興
味
深
い
お
話
を
拝
聴
し
、

参
加
者
一
同
深
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
法
政
大
学
業

務
執
行
理
事
・
田
中
修
司
様
、

一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
校
友

会
副
会
長
・
中
村
寿
美
子
様
よ

り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
歓
談
が
進

み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
18
期

卒
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
・
せ

ん
だ
み
つ
お
様
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
軽
妙
な
話

術
と
温
か
い
人
柄
に
会
場
は
笑

い
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
法
政
大
学

応
援
団
・
第
１
０
０
代
団
長
の

布
施
拓
真
様
の
リ
ー
ド
の
も

と
、
参
加
者
全
員
が
肩
を
組
み

校
歌
を
斉
唱
。「
フ
レ
ー
フ
レ
ー

法
政
」
の
力
強
い
エ
ー
ル
が
響

き
渡
り
、
会
場
は
一
体
と
な
っ

て
感
動
的
な
幕
締
め
を
迎
え
ま

し
た
。
来
年
の
総
会
で
の
再
会

を
期
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
広
報　

佐
藤
博
之
）

令
和
７
年
度
法
政
大
学

富
山
県
校
友
の
集
い

令
和
７
年
８
月
９
日
（
土
）、

富
山
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
に
お
い
て

「
法
政
大
学
富
山
県
校
友
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
校
友
の
集
い
は
、
オ
ー

ル
法
政
の
力
を
結
集
し
法
政
の

名
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
26
年
か
ら
後
援
会
富
山
県

支
部
と
の
共
催
に
よ
り
総
会
お

よ
び
公
開
講
演
会
、
懇
親
会
を

行
っ
て
い
る
。

富
山
県
校
友
会

富
山
県
校
友
会

「
荻
外
荘
公
園
」
に
行
く

文
学
部
同
窓
会
で
は
、〈
特

別
企
画
〉
と
し
て
、
毎
年
春
と

秋
に
都
内
・
近
郊
散
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

11
月
７
日
（
金
）、
本
会
の

井
坂
義
雄
・
元
会
長
（
本
学
名

誉
教
授
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

杉
並
区
の
「
荻
外
荘
（
て
き
が

文
学
部
同
窓
会

文
学
部
同
窓
会
い
そ
う
）公
園
」を
訪
ね
ま
し
た
。

午
後
１
時
、
中
央
線
「
荻
窪
」

駅
に
集
合
後
、
10
分
ほ
ど
歩
い

て
荻
外
荘
公
園
に
着
き
ま
し
た
。

荻
外
荘
公
園
は
、
昭
和
前
期

に
総
理
大
臣
を
務
め
た
近
衛
文

麿
の
邸
宅
（
荻
外
荘
）
を
杉
並

区
が
取
得
し
て
、
令
和
６
年
、

公
園
と
し
て
整
備
・
公
開
し
ま

し
た
。
建
物
は
、
昭
和
２
年
、

建
築
家
の
伊
東
忠
太
の
設
計
に

基
づ
い
て
建
て
ら
れ
、
昭
和
12

年
、
閑
静
な
環
境
と
宏
壮
な
建

物
を
気
に
入
っ
た
近
衛
文
麿
が

購
入
し
て
、「
荻
外
荘
」
と
名

付
け
ま
し
た
（
命
名
者
は
西
園

寺
公
望
）。

日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
に

突
入
す
る
前
年
、
こ
の
荻
外
荘

で
関
係
閣
僚
が
集
ま
っ
て
重
要

な
国
策
の
決
定
が
行
わ
れ
た
、

と
い
う
係
員
の
説
明
を
聴
き
な

が
ら
、〝
激
動
の
昭
和
史
〟
に

思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

�（
75
年
史
学
科
卒　

金
森
和
彦
）

貴
重
な
ト
キ
や
金
採
掘
跡

を
見
学
し
た
佐
渡
島
旅
行

２
０
２
５
年
７
月
８
日
よ
り

２
泊
３
日
で
、
経
友
会
有
志
で

佐
渡
島
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

新
潟
港
よ
り
１
時
間
で
両
津

経
済
学
部
同
窓
会

経
済
学
部
同
窓
会

港
に
到
着
。
ま
ず
ト
キ
の
生
息

地
で
あ
る
ト
キ
の
森
公
園
を
見

学
し
ま
し
た
。
明
治
時
代
ま
で

当
た
り
前
に
い
た
種
が
人
間
の

エ
ゴ
で
絶
滅
し
、
そ
れ
を
増
や

す
た
め
に
佐
渡
島
の
人
々
は
農

薬
を
使
わ
ず
協
力
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
運
の
良
い
こ
と

に
、
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
ト

キ
が
田
ん
ぼ
の
上
を
自
然
に
飛

ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
世
界
遺
産
の
佐
渡

金
山
を
見
学
。
江
戸
時
代
の
初

め
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
ま
で
約

４
０
０
年
間
、
金
の
採
掘
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
世
界
遺
産

校友会紹介SERIES

の
、
江
戸
時
代
の
手
掘
り
の
再

現
場
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

よ
く
こ
こ
ま
で
人
の
力
で
掘
り

進
む
こ
と
が
で
き
た
と
感
動
し

ま
し
た
。

ま
た
佐
渡
島
は
流
人
の
島
で

す
。
有
名
人
で
は
日
蓮
と
世
阿

弥
が
知
ら
れ
、
佐
渡
島
の
寺
は

ほ
と
ん
ど
日
蓮
宗
で
す
。
ま
た

能
楽
堂
が
非
常
に
多
い
で
す
。

偉
人
た
ち
は
転
ん
で
も
た
だ

起
き
な
い
。
逆
境
へ
の
対
応
で

非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
幹
事
長　

花
澤
良
三
）

定
期
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
を
開
催

６
月
21
日
（
土
）
15
時
よ
り
、

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

２
０
２
５
年
経
営
学
部
同
窓
会

定
期
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た

講
演
会
で
は
、
金
瑢
晋
経
営
学

部
長
に
よ
る
「
私
と
法
政
大
学

経
営
学
部
同
窓
会

経
営
学
部
同
窓
会

と
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を

テ
ー
マ
に
ご
自
身
が
法
政
大
学

経
営
学
部
の
教
員
に
な
ら
れ
た

経
緯
等
、
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
終
了
後
も
、

学
部
長
に
多
く
の
質
問
が
よ
せ

ら
れ
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧

に
回
答
さ
れ
、
学
部
長
の
誠
実

さ
が
と
て
も
伝
わ
る
、
楽
し
い

講
演
会
で
し
た
。

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
来
賓
・
教
授
陣
・
在
学

生
も
参
加
し
、
こ
ち
ら
も
楽
し

く
行
わ
れ
ま
し
た
。
経
営
学
部

学
術
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
か
ら

も
現
役
学
生
さ
ん
が
５
名
も
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
自
の

出
身
高
校
や
進
路
に
つ
い
て
の

お
話
が
あ
り
、
委
員
会
に
お
い

て
企
画
検
討
し
て
い
る
発
表
会

に
つ
い
て
同
窓
会
へ
の
支
援
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
参
加
者
一
同
が
肩

を
組
み
、
校
歌
斉
唱
を
し
て
懇

親
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
会
長　

倉
林
昭
浩　

 
�

副
会
長　

杉
山
孝
）

２
０
２
５
年
度
総
会

開
催
報
告

２
０
２
５
年
度
法
政
大
学
高

等
学
校
同
窓
会
総
会
が
、
７
月

５
日
（
土
）
午
前
11
時
よ
り
、

法
政
大
学
富
士
見
ゲ
ー
ト
３
階

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
「
つ
ど
ひ
」
に

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
73
名
の
同
窓
生
が
集

い
、
旧
交
を
温
め
な
が
ら
、
母

校
へ
の
想
い
を
新
た
に
す
る
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
は
高
村
嘉
昭
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
各
議
案
は
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
４
月
よ
り
新
た
に
就
任

さ
れ
た
植
月
校
長
先
生
よ
り
ご

挨
拶
を
賜
り
、
母
校
の
現
況
と

将
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
温
か

い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
講
演
で
は
第
36

高
等
学
校
同
窓
会

高
等
学
校
同
窓
会

総
会
で
は
、
令
和
６
度
事
業

報
告
と
し
て
、
本
県
で
毎
年
開

催
し
て
い
る
「
富
山
県
東
京
六

大
学
の
集
い
」
に
お
い
て
、
当

校
友
会
が
幹
事
校
と
し
て
六
大

学
中
最
多
の
参
加
者
を
動
員
す

る
と
と
も
に
、
当
校
友
会
員
が

代
表
を
務
め
る
「
越
中
大
島
太

鼓
振
興
会
」
が
和
太
鼓
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
大
変

好
評
を
得
た
こ
と
な
ど
、
実
施

事
業
の
内
容
及
び
収
支
決
算
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
を

審
議
し
た
。

公
開
講
演
会
に
は
、
講
師
と

し
て
、
法
政
大
学
経
済
学
部
教

授
で
１
９
９
２
年
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
１
０
０
ｍ

走
お
よ
び
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー
に
出
場
さ
れ
た
杉
本
龍
勇

氏
を
招
い
た
。「
経
済
と
ス
ポ
ー

ツ
の
関
わ
り
」
の
演
題
で
行
わ

れ
た
講
演
に
は
、
校
友
会
員
、

後
援
会
員
は
も
と
よ
り
、
多
く

の
一
般
聴
講
者
も
詰
め
か
け
、

約
70
名
が
耳
を
傾
け
た
。

懇
親
会
で
は
、
山
地
清
会
長

か
ら
「
今
後
も
様
々
な
活
動
を

通
じ
て
会
員
の
輪
を
広
げ
、
富

山
県
校
友
会
を
更
に
発
展
さ
せ

よ
う
」
と
い
う
趣
旨
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
挨

拶
と
し
て
、
澤
柿
教
伸
大
学
業

務
執
行
理
事
・
副
学
長
、
石
渡

洋
行
校
友
会
副
会
長
か
ら
、
大

学
・
校
友
会
を
取
り
巻
く
現
状

と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ

た
ほ
か
、
今
年
の
春
の
叙
勲
で

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
た
五
十

嵐
信
夫
監
査
へ
の
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
世
代
を

越
え
た
校
友
同
士
の
親
睦
が
深

め
ら
れ
た
。

最
後
に
、
参
加
者
一
同
肩
を

組
ん
で
声
高
ら
か
に
校
歌
を
斉

唱
し
、
盛
会
の
内
に
幕
を
閉
じ

た
。（
参
加
者
は
総
勢
50
名
）

（
富
山
県
校
友
会

�

事
務
局
長　

青
山
哲
也
）

牛
に
引
か
れ
て
善
光
寺
参
り
の
ご
縁
を
紡
ぐ

秋
色
の
信
州
で
深
ま
る
絆
と
友
情

来
秋
、
令
和
８
年
10
月
23
日
（
金
）
か

ら
25
日
（
日
）
に
『
第
32
回
全
国
卒
業
生

の
集
い　

長
野
大
会
』
を
「
牛
に
引
か
れ

て
善
光
寺
参
り
」
の
地
、
長
野
市
で
開
催

し
ま
す
。

こ
の
諺
は
、「
自
分
の
意
志
で
は
な
く
、

偶
然
の
出
来
事
や
他
人
の
誘
い
に
よ
っ
て
、

良
い
方
向
に
導
か
れ
る
こ
と
」
を
意
味
し

ま
す
。
長
野
大
会
参
加
を
ご
縁
に
更
な
る

絆
、「
よ
き
師
よ
き
友
つ
ど
ひ
結
べ
り
」
を

深
め
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

４
支
部
が
心
を
ひ
と
つ
に

長
野
県
は
、
南
北
に
長
く
、
面
積
の
広

い
県
で
、
私
ど
も
校
友
会
の
活
動
は
、
長

野
法
友
会
、
松
本
法
友
会
、
南
信
法
友
会

（
諏
訪
市
、
伊
那
市
、
飯
田
市
等
）
と
東
信

法
友
会
（
上
田
市
、
佐
久
市
、
小
諸
市
等
）

の
４
つ
の
支
部
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
支
部
の
恒
例
行
事
と
し
て
は
、
１
月

の
軽
井
沢
バ
ス
事
故
現
場
慰
霊
献
花
、
６

月
の
東
京
六
大
学
合
同
同
窓
会
、
９
月
の

陸
上
競
技
部
駅
伝
チ
ー
ム
菅
平
高
原
合
宿

激
励
や
大
学
対
抗
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

県
歌
『
信
濃
の
国
』
を
歌
う
時
だ
け
、

同
じ
長
野
県
人
を
意
識
す
る
県
民
性
で
す

が
、長
野
大
会
を
引
き
受
け
る
に
あ
た
り
、

４
つ
の
支
部
が
一
致
団
結
し
、
実
行
委
員

会
を
組
織
し
ま
し
た
。

信
州
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し 

秋
の
信
州
は
、
３
０
０
０
ｍ
級
の
山
々

に
初
雪
が
降
り
、
里
の
紅
葉
が
一
層
鮮
や

か
に
な
る
季
節
。さ
ら
に
新
米
や
新
そ
ば
、

り
ん
ご
や
松
茸
な
ど
の
味
覚
も
揃
い
ま
す

の
で
、
信
州
ら
し
い
お
も
て
な
し
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

他
県
同
様
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど
の
課

題
を
抱
え
る
長
野
県
校
友
会
で
す
が
、
卒

業
生
の
集
い
開
催
を
機
に
若
手
卒
業
生
の

掘
り
起
こ
し
や
勧
誘
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

多
く
の
法
政
大
学
関
係
者
の
ご
来
県
、

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（
長
野
県
校
友
会
長
・

�

全
国
大
会
実
行
委
員
長　

木
内　

均
）

来
年
の
全
国
卒
業
生
の
集
い
は
長
野
大
会

来
年
の
全
国
卒
業
生
の
集
い
は
長
野
大
会

駅伝チーム菅平高原合宿激励会（激励金・地元特産品プルーン贈呈）

荻外荘前で（中央が井坂・元会長）
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法
政
大
学
レ
イ
ン
デ
ィ
ア
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
２
０
２
３
年

１
月
に
校
友
会
パ
ー
ト
ナ
ー
組

織
と
し
て
正
式
に
承
認
さ
れ
ま

講師の川島先生：スライドの左側にはワイン
分析、右側には企業分析の評価。

パートナー組織紹介SERIES

「
会
計
専
門
家
の
た
め
の

ワ
イ
ン
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

入
門
」
開
催

公
認
会
計
士
法
友
会
で
は
、

年
２
回
、
会
員
向
け
の
研
修
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

第
１
回
目
は
、
令
和
７
年
９
月

１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
本
学
経
営
学
部
教
授

で
あ
り
高
度
会
計
人
育
成
セ
ン

タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
、
さ
ら
に
日

本
ソ
ム
リ
エ
協
会
ワ
イ
ン
エ
キ

公
認
会
計
士
法
友
会

公
認
会
計
士
法
友
会

〈
叙
位
・
叙
勲
〉

旭
日
大
綬
章

髙
市（
山
本
）拓
氏
（
元　

農
林

水
産
副
大
臣
）
77
年
文
学
部
卒

旭
日
双
光
章

藤
森 

元
則
氏
（
元　

藤
森
運
輸

㈱
代
表
取
締
役
）

77
年
経
営
学
部
卒

旭
日
単
光
章

浅
野 

時
栄
氏
（
現　

㈲
南
野
製

作
所
代
表
取
締
役
社
長
）

瑞
宝
中
綬
章

佐
藤 

典
人
氏
（
法
政
大
学
名
誉

教
授
）
70
年
文
学
部
卒
、
76
年

人
文
科
学
研
究
科
満
期
退
学
、

92
年
博
士
（
文
学
）
学
位
取
得

岡
本 

義
行
氏
（
法
政
大
学
名
誉

教
授
）

苅
谷 

春
郎
氏
（
法
政
大
学
名
誉

教
授
）

瑞
宝
小
綬
章

今
井 

安
德
氏
（
元　

公
立
高
校

校
長
）

瑞
宝
双
光
章

友
末 

一
郎
氏
（
元　

警
視
正
）

76
年
法
学
部
卒

藍
綬
褒
章

渥
美 

哲
夫
氏
（
現　

保
護
司
）

73
年
社
会
学
部
卒

〈
知
事
・
市
長
〉

〇
埼
玉
県
越
谷
市
長

福
田 

晃
氏（
ふ
く
だ 

あ
き
ら
）

し
た
。

当
ク
ラ
ブ
は
１
９
６
０
年
に

発
足
し
、
65
年
に
わ
た
り
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
Ｏ

法
政
大
学
レ
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

―
65
年
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
―

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
で
は
、
現
役
ク
ラ

ブ
員
へ
の
物
心
両
面
の
支
援
を

は
じ
め
、
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
ス

キ
ー
お
よ
び
基
礎
ス
キ
ー
の
技

術
向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

目
的
と
し
て
活
動
を
続
け
て
お

り
ま
す
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇

親
会
は
、
現
役
ク
ラ
ブ
員
と
の

交
流
を
は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

同
士
の
親
睦
の
場
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
黎
明
期
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
（
85
歳
前
後
）

か
ら
若
手
ま
で
、
年
齢
差
約
65

年
の
幅
広
い
世
代
が
集
う
、
和

や
か
で
活
気
あ
る
会
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

今
後
は
、
校
友
会
正
会
員
の

増
員
に
注
力
し
、「
オ
ー
ル
法

２
０
２
５
年
９
月
８
日（
月
）、

千
葉
県
の
キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ズ

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
「
第
24
回

オ
ー
ル
法
政
ゴ
ル
フ
大
会
『
総

長
杯
』」
が
開
催
さ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
多
く
の
校
友
が
集
ま

り
ま
し
た
。

当
日
は
、
体
育
会
ゴ
ル
フ
部

の
学
生
も
大
会
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
プ
レ
ー
前
に
は
参
加
者

へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、

円
滑
な
進
行
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は
、

千
葉
県
校
友
会
千
葉
中
央
支
部

の
池
田
惠
一
さ
ん
。
グ
ロ
ス

89
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
19
・

２
、
ネ
ッ
ト
69
・
８
と
い
う
素

晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で
栄
冠
を
手

に
し
ま
し
た
。
女
性
部
門
で
は
、

体
育
会
ゴ
ル
フ
部
法
友
会
の
金

田
明
誉
さ
ん
が
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

残
暑
厳
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

戦
略
性
に
富
む
コ
ー
ス
を
楽
し

み
な
が
ら
親
睦
を
深
め
、
改
め

て
法
政
の
絆
を
実
感
す
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
二
関
学
）

初
め
て
参
加
し
た
校
友
会
の

ゴ
ル
フ
大
会
。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
こ

は
ま
さ
に
″
法
政
ワ
ー
ル
ド
＂。

オ
レ
ン
ジ
の
旗
が
は
た
め
き
、

校
歌
や
応
援
歌
が
響
き
渡
る
―

―
気
分
は
一
瞬
で
学
生
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
で

し
た
。
あ
の
頃
よ
り
体
は
重
く
、

ク
ラ
ブ
は
軽
く
な
っ
た
気
が
し

ま
す
が
（
笑
）、
テ
ン
シ
ョ
ン

だ
け
は
青
春
真
っ
盛
り
。

ラ
ウ
ン
ド
が
始
ま
る
と
、「
学

生
棟
に
集
ま
っ
て
た
な
ぁ
」「
一

第第
2424
回
オ
ー
ル
法
政
ゴ
ル
フ
大
会
「
総
長
杯
」
開
催

回
オ
ー
ル
法
政
ゴ
ル
フ
大
会
「
総
長
杯
」
開
催

― 

全
国
の
校
友
が
集
い
、
法
政
の
絆
を
深
め
る 

―

「
オ
レ
ン
ジ
の
旗
と
笑
い
声
に
包
ま
れ
て

　
　
　
― 

初
め
て
の
オ
ー
ル
法
政
ゴ
ル
フ
大
会
」

食
の
バ
グ
バ
グ
ラ
ン
チ
、
旨

か
っ
た
よ
な
」
な
ど
、″
法
政

語
＂
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
飛
び
交

い
、
私
の
ボ
ー
ル
よ
り
会
話
の

ほ
う
が
よ
く
転
が
る
こ
と
転
が

る
こ
と
。
ス
コ
ア
は
伸
び
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
笑
い
声
だ
け
は

ハ
ン
デ
ィ
不
要
の
絶
好
調
。
49

歳
に
し
て
″
若
手
＂
と
い
う
不

思
議
な
立
場
に
、
法
政
の
歴
史

と
層
の
厚
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

懇
親
会
は
初
対
面
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
懐
か
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
世
代
も
業
種
も
越
え

て
交
流
で
き
る
の
は
、
さ
す
が

法
政
な
ら
で
は
。
終
わ
る
頃
に

は
、
ス
コ
ア
以
外
の
す
べ
て
が

実
り
多
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
次
回
こ
そ
真
っ
す
ぐ
飛
ば

し
て
、「
ま
た
来
た
よ
！
」
と

胸
を
張
れ
る
よ
う
に
―
―
そ
ん

な
″
法
政
的
リ
ベ
ン
ジ
＂
を
誓

い
な
が
ら
、
帰
り
道
も
口
ず
さ

ん
で
い
ま
し
た
。
若
き
日
の
誇

り
を
。

（
元
キ
ー
局
ア
ナ　

現
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム　

小
松
宏
司
）

練習指導してくれたゴルフ部員たち

ス
パ
ー
ト
で
も
あ
る
川
島
健
司

先
生
を
お
迎
え
し
、「
会
計
専

門
家
の
た
め
の
ワ
イ
ン
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
入
門
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
は
、「
理
屈
を
知
る
と

味
わ
い
が
深
ま
る
こ
と
」「
産
地
・

品
種
・
造
り
手
の
実
態
を
分
析

的
に
推
論
で
き
る
こ
と
」
が
会

計
学
や
財
務
分
析
に
通
じ
る
、

と
い
う
お
話
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
受
講
者
全
員
が

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
手
に
取
り
、

実
際
に
試
飲
を
し
な
が
ら
「
ワ

イ
ン
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
」、

そ
し
て
「
自
分
の
好
み
を
知
る

こ
と
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

研
修
後
の
懇
親
会
で
は
、
ワ

イ
ン
と
食
事
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

に
つ
い
て
、
具
体
的
で
分
か
り

や
す
い
解
説
を
交
え
な
が
ら
、

実
践
的
に
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

短
時
間
な
が
ら
も
、
ワ
イ
ン

に
詳
し
い
方
か
ら
初
心
者
ま
で

幅
広
い
受
講
者
に
と
っ
て
有
意

義
で
、
ま
さ
に
「
大
変
お
得
な
」

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
長　

河
西
正
之
）

厚
木
で
響
く
懐
か
し
の
名

曲　
第
４
回
「
昭
和
歌
謡

コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

神
奈
川
県
校
友
会
が
主
催
す

る
「
昭
和
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」

は
、県
内
各
地
を
持
ち
回
り
で

開
催
し
て
お
り
、今
回
で
第
４

回
を
迎
え
ま
す
。

神
奈
川
県
校
友
会

神
奈
川
県
校
友
会

98
年
法
学
部
卒

25
年
11
月
11
日
～　

２
期
目

〈
新
社
長
〉

〇
三
重
テ
レ
ビ
放
送
㈱

田
中 

達
也
氏（
た
な
か 

た
つ
や
）

88
年
社
会
学
部
卒

愛
知
県
出
身
、
60
歳

25
年
６
月
19
日
就
任

〇
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｆ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

左
奈
田 

直
幸
氏

（
さ
な
だ 

な
お
ゆ
き
）

84
年
経
済
学
部
卒

東
京
都
出
身
、
63
歳

25
年
６
月
24
日
就
任

〇
テ
モ
ナ
㈱

本
多 

渉
氏（
ほ
ん
だ 

わ
た
る
）

97
年
法
学
部
卒

佐
賀
県
出
身
、
51
歳

25
年
10
月
１
日
就
任

〇
㈱CARTA  HOLDINGS

渡
辺 

英
樹
氏
（
わ
た
な
べ　

ひ

で
き
）
96
年
社
会
学
部
卒

千
葉
県
出
身
、
52
歳

25
年
12
月
11
日
就
任

〇
ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

佐
藤 

利
宣
氏
（
さ
と
う　

と
し

の
ぶ
）
91
年
経
営
学
部
卒

東
京
都
出
身
、
58
歳

26
年
１
月
１
日
就
任

〈
訃
報
〉

〇
小
野
瀬 

敬
二
氏（
60
年 

法
卒
）

23
年
９
月
没
・
享
年
86
歳

〇
日
向 

和
子
氏（
68
年 

法
卒
）

23
年
12
月
没
・
享
年
78
歳

〇
石
谷 

行
雄
氏（
70
年 

法
卒
）

24
年
10
月
没
・
享
年
77
歳

〇
万
代 

憲
正
氏（
15
年 

経
卒
）

25
年
５
月
没
・
享
年
64
歳

〇
鯉
渕 

四
郎
氏（
53
年 

法
卒
）

25
年
６
月
没
・
享
年
97
歳

〇
久
保
田 

幸
三
郎
氏（
65
年 

法
卒
）

25
年
６
月
没
・
享
年
83
歳

〇
盛
田 

英
俊
氏（
79
年 

経
卒
）

25
年
７
月
没
・
享
年
70
歳

〇
荒
木 

暢
也
氏
（
社
会
学
部
教

授
）
25
年
10
月
没
・
享
年
68
歳

以
下
会
員
様 

没
年
・
享
年
不
明

〇
岡
田 

利
克
氏（
51
年 

法
卒
）

〇
松
本 

光
雄
氏（
53
年 

経
卒
）

〇
中
溝 

秋
萠
氏（
54
年 

経
卒
）

〇
渡
辺 

眞
生
氏（
58
年 

法
卒
）

〇
齋
藤 

勇
雄
氏（
63
年 

法
卒
）

〇
小
野 

昭
氏
（
64
年 

法
卒
）

〇
佐
藤 

平
治
氏（
65
年 

法
卒
）

〇
熊
谷 

和
年
氏（
79
年 

文
卒
）

〇
中
林 

美
代
子
氏（
79
年 

法
卒
）

毎
回
、校
友
を
は
じ
め
多
く

の
お
客
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
人
気
企
画
で
す
。

今
回
は
厚
木
法
友
会
が
主
管

と
な
り
、厚
木
市
文
化
会
館
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

懐
か
し
い
昭
和
の
名
曲
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、校
友
の
皆
さ

ま
と
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
お

楽
し
み
く
だ 

さ
い
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
・

お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

�

（
幹
事
長　

犬
飼
隆
雄
）

政
新
年
会
」
へ
の
参
加
拡
大
も

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
顧
問
の

竹
本
先
生
を
は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
に

は
校
友
会
会
長
の
竹
中
宣
雄

様
、
副
会
長
の
田
㟢
稔
様
も
在

籍
さ
れ
、
会
の
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
役
生
は
、
個
人
の
ス
キ
ー

技
術
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
全
国
学
生
岩
岳
ス
キ
ー
大

会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
、

日
々
練
習
に
、励
ん
で
お
り
ま
す
。

廃
部
の
危
機
に
直
面
し
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ス
キ
ー

へ
の
情
熱
を
持
つ
学
生
た
ち
が

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、

成
長
の
で
き
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
（
会
長　

井
沢
啓
一
）
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法
政
大
学
校
友
会
名
誉
会
長

法
政
大
学

ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー

総
　
長

法
政
大
学
校
友
会竹

中

宣

雄

会
　
長法

政
大
学
３
号
評
議
員（
評
議
員
会
議
長
）

社
会
学
部 

1
9
7
2
年
卒

法
政
大
学
校
友
会田

﨑

　

稔

副
会
長

経
済
学
部 

1
9
7
9
年
卒

法
政
大
学
校
友
会大

森

廣

行

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
理
事

法
政
大
学
校
友
会三

井

和

夫

副
会
長

経
済
学
部 

1
9
7
8
年
卒

法
政
大
学
理
事

法
政
大
学
校
友
会池

谷

文

雄

副
会
長

法
学
部 

1
9
8
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会石

渡

洋

行

副
　
会
　
長

事
業
部
会
長

法
学
部 

1
9
8
3
年
卒

法
政
大
学
校
友
会岡

本

眞

司

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会中 

村 

寿
美
子

副
　
会
　
長

総
務
部
会
長

法
学
部 

1
9
8
1
年
卒

法
政
大
学
校
友
会桑

原

政

昭

参
　
与

社
会
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
２
号
評
議
員（
評
議
員
会
副
議
長
）

法
政
大
学
校
友
会木

嶋

伸

一

副
会
長

経
済
学
部 

１
９
８
１
年
卒

法
政
大
学
理
事

法
政
大
学
応
援
団
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

長

　

裕

章

会
　
長

経
済
学
部 

１
９
８
５
年
卒

法
政
大
学
２
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会

法
政
大
学
応
援
団
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

野 

口 

み
ど
り

副
会
長

経
済
学
部 

１
９
８
１
年
卒

法
政
大
学

西

田

幸

介

代
表
業
務
執
行
理
事

副   

学   

長

法
政
大
学

小
秋
元 

　
段

代
表
業
務
執
行
理
事

副   

学   

長

法
政
大
学
校
友
会
監
事

小

池

邦

吉

弁
護
士

法
学
部 

1
9
９
2
年
卒

法
政
大
学
２
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会田

中

利

幸

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
8
2
年
卒

公
認
会
計
士
法
友
会

法
政
大
学
校
友
会飯

塚

　

昇

監
　
事

経
営
学
部 

1
9
7
4
年
卒

法
政
大
学
校
友
会

法
政
士
業
の
会
・
法
政
会
計
人
会

発

地

敏

彦

監
　
事

発
地
敏
彦
税
理
士
事
務
所

経
営
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
1
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会沖

田

吉

史

監
　
事

法
政
大
学
法
人
統
括
本
部
長

経
済
学
部 
1
9
９
０
年
卒

法
政
大
学
校
友
会坂

本

考

史

監
　
事

法
政
大
学
後
援
会
事
務
局
長

法
政
大
学

松 

尾
　
由
賀
利

業
務
執
行
理
事

副   

学   

長

法
政
大
学

澤

柿

教

伸

業
務
執
行
理
事

副   

学   

長

法
政
大
学

菊

池

克

仁

業
務
執
行
理
事

法
政
大
学

佐

野

　

哲

業
務
執
行
理
事

副   

学   

長

法
政
大
学

田

中

　

豊

業
務
執
行
理
事

副   

学   

長

法
政
大
学

橋

本

宏

美

業
務
執
行
理
事

法
政
大
学

田

中

修

司

業
務
執
行
理
事

迎 春

～子どもの母校は我が母校～
〒102-0073

TEL．03-3264-9392

謹 賀 新 年
卒業生の皆様

本年もよろしくお願いします

賀 春
一般財団法人

法政大学経営者懇談会
これからの日本を背負うのは中小企業の経営者達
です。企業経営者、学生経営者、起業家、後継者
たちが会員です。
幅広い業界、校友をはじめとして有意義な活動を
一緒にしませんか！ 入会をお待ちしています。

代表理事　山﨑岳士
ご入会お問い合わせは以下事務局まで

〒175-0083 東京都板橋区徳丸4-11-2 中尾建設工業㈱内
Mail: hoseikeieisya@gmail.com
Web: http://hosei-keieisya.com/

法
政
大
学
校
友
会佐

々
木 

郁 

夫

名
誉
顧
問

法
政
大
学
校
友
会
顧
問

法
政
大
学
校
友
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

西

岡

憲

廣

理
　
事札

幌
山
の
手
高
等
学
校
理
事
長
・
校
長

法
学
部 

1
9
6
3
年
卒

謹 賀 新 年

法政財界人倶楽部
法政財界人倶楽部は設立30周年を迎えます。

上場企業の「役員・執行役員」会員（現在263名）に加え、「部長職・課長職」会員（現在153名）の入会も受け付け中です。
法政財界人倶楽部事務局まで申し込み連絡をください。

会長 村田 紀敏 昭和41年卒
（株）セブン＆アイ・ホールディングス 元COO兼代表取締役社長

法政財界人事務局 副会長 佐々木郁夫
TEL 03‐3369‐0804 担当 矢賀部・齋藤
連絡先

法
政
財
界
人
倶
楽
部佐

々
木 

郁
　
夫

副
会
長

（
株
）
日
本
共
同
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役
会
長

（
元
明
治
安
田
生
命
専
務
）

法
政
財
界
人
倶
楽
部堰

八

義

博

副
会
長

（
株
）
北
海
道
銀
行

特
別
顧
問
（
元
頭
取
）

法
政
財
界
人
倶
楽
部竹

中

宣

雄

副
会
長

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
（
株
）

元
代
表
取
締
役
社
長

法
政
財
界
人
倶
楽
部鈴

木

和

夫

副
会
長

ラ
イ
ト
工
業
（
株
）

特
別
顧
問

法
政
財
界
人
倶
楽
部潮

崎

敏

彦

副
会
長

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
（
株
）

代
表
取
締
役
会
長

法
政
財
界
人
倶
楽
部村

田

紀

敏

会
　
長

（
株
）セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

元
Ｃ
Ｏ
Ｏ
兼
代
表
取
締
役
社
長

法
政
財
界
人
倶
楽
部山

口

　

学

副
会
長

（
株
）
関
電
工

元
取
締
役
会
長
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法
政
大
学
校
友
会小

林

清

宣

法
学
部 

1
9
7
5
年
卒

顧
　
問

法
政
大
学
校
友
会石

塚

　

護

顧
　
問

法
学
部 

1
9
6
8
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
南
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

髙

橋

順

弘

理
　
事

経
済
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
２
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会
関
越
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

新
潟
県
校
友
会

宮

下

好

文

会
　
長

法
学
部 

1
9
7
8
年
卒

工
体
連
O
B
・
O
G
会

ボ
ク
シ
ン
グ
部
O
B
会

土
居
通
明

会
　
長

工
学
部 

1
9
8
4
年
卒

沖
縄
県
校
友
会

普
久
原
　
啓 

之

会
　
長

社
会
学
部 

1
9
8
４
年
卒

法
友
野
球
倶
楽
部小

早
川
　
毅 

彦

会
　
長

経
営
学
部 

１
９
８
４
年
卒

法
友
体
育
会

笠

井

　

淳

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
体
育
会
空
手
部
拳
友
会

竹

本

泰

久

会
　
長

文
学
部 

1
9
8
6
年
卒

法
政
大
学
富
士
見
射
友
会

吉

田

裕

司

会
　
長

社
会
学
部 

1
9
8
0
年
卒

法
泳
会

春

木

亮

一

会
　
長

建
設
・
不
動
産
橙
法
会

川

上

秀

雄

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
９
０
年
卒

法
政
大
学
中
小
企
業
診
断
士
オ
レ
ン
ジ
会

法
政
大
学
体
育
会
自
動
車
部
O
B
・
O
G
会

内

藤

　

博

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
4
年
卒

法
政
会
計
人
会

名

倉

明

彦

会
　
長

公
認
会
計
士
法
友
会太

田

荘

一

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
7
年
卒

交
響
楽
団
一
九
二
一
年
創
立

法
政
大
学
交
響
楽
団

O
B
・
O
G
会

法
政
大
学
校
友
会
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

東
京
都
校
友
会

小
田
島 

英
　
一

会
　
長

法
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
参
与
・
財
務
部
会
長

南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

神
奈
川
県
校
友
会北

村

　

武

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
4
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

愛
知
県
校
友
会

山

本

英

次

会
　
長

法
学
部 

1
9
7
2
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
職
域
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

文
化
・
フ
ジ
タ
オ
レ
ン
ジ
法
友
会
会
長 

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

潮

崎

敏

彦

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

滋
賀
県
校
友
会

外

池

國

夫

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

愛
媛
県
校
友
会

渡

辺

昜

廣

顧
　
問

工
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

長
崎
県
校
友
会

岡

村

康

司

経
営
学
部 

1
9
８
２
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

沖
縄
県
校
友
会
副
会
長

鈴

木

洋

一

理
　
事

経
済
学
部 

1
9
7
8
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
学
部
同
窓
会
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

理
系
同
窓
会
相
談
役松

谷

　

勝

工
学
部 

1
9
7
１
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
付
属
校
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会

髙

村

嘉

昭

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
職
域
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

一
般
財
団
法
人 

法
政
大
学
経
営
者
懇
談
会

金

子

正

之

理
事
長

工
学
部 

1
9
6
4
年
卒

法
政
大
学
教
職
員
校
友
会

藤

田

真

文

会
　
長

法
政
大
学
校
友
会
法
政
士
業
の
会
ブ
ロ
ッ
ク

公
認
会
計
士
法
友
会石

川

正

敏

理
　
事

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
8
3
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
ス
ポ
ー
ツ
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

法
政
大
学
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
O
B
O
G
会

大

橋

佳

哉

法
学
部 

1
9
8
9
年
卒

理
　
事

秋
田
県
校
友
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡

邊

　

光

会
　
長

社
会
学
部 

1
9
7
９
年
卒

山
形
県
校
友
会

武

田

一

夫

会
　
長

社
会
学
部 

1
9
8
０
年
卒

法
政
大
学
２
号
評
議
員

福
井
県
校
友
会

北

川

頼

子

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
女
子
・
国
際
高
等
学
校
同
窓
会

中 

村
　
美
津
江

会
　
長

山
梨
県
校
友
会

大

沢

正

聖

会
　
長

経
済
学
部 
1
9
８
６
年
卒

栃
木
県
校
友
会

齋

藤

孝

雄

会
　
長

法
学
部 

1
9
７
９
年
卒

埼
玉
県
校
友
会

髙

田

　

勝

会
　
長

文
学
部 

1
9
７
４
年
卒

長
野
県
校
友
会

第
32
回
全
国
卒
業
生
の
集
い
　
長
野
大
会

木

内

　

均

会
　
　
　
長

実
行
委
員
長

法
学
部 

１
９
８
８
年
卒

岐
阜
県
校
友
会

井

納

　

誠

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
2
年
卒

三
重
県
校
友
会

服 

部
　
喜
久
男

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
6
年
卒

宮
崎
県
校
友
会

甲 

斐
　
嘗
一
郎

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
1
年
卒

熊
本
県
校
友
会

玉

田

光

識

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
6
年
卒

福
岡
県
校
友
会

中

村

勇

治

会
　
長

法
学
部 

1
9
9
3
年
卒

島
根
県
校
友
会

佐
々
木 

雄
　
三

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
6
7
年
卒

京
都
府
校
友
会

徳

島

　

環

会
　
長

工
学
部 

1
9
8
6
年
卒

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

奈
良
県
校
友
会
役
員
一
同

和
歌
山
県
校
友
会大

岩

德

成

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
8
7
年
卒

岡
山
県
校
友
会

西

　

康

宏

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
9
年
卒

広
島
県
校
友
会

斎

藤

　

周

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
8
年
卒

謹 賀 新 年
法政大学並びに法政大学校友会の
さらなる発展を祈念いたします。

法政大学学部同窓会協議会

出身学部の同窓会にも、ぜひ注目とご参加を！

http://www.houseikeieidousoukai.com/
会長 倉林 昭浩
経営学部同窓会

http://hoseikeiyukai.jp/
会長 村田 紀敏
経済学部同窓会

http://www.hoseisoc-dousoukai.jp/
会長 中 正美
社会学部同窓会

会長 池上　貞純
https://hoseinet.or.jp/partner/hougakubu/

法学部同窓会

会長 清原 孟
事務局ＦＡＸ

文学部同窓会

０３－３２６４－９８４０

会長 村主　康和
理系同窓会

http : //１３３．２５．１９６．１００

法
政
大
学
校
友
会坂

戸

俊

夫

顧
　
問

経
営
学
部 

1
9
6
9
年
卒

法
政
大
学
校
友
会井

上

泰

一

顧
　
問

法
学
部 
1
9
6
9
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
顧
問
・
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

富
山
県
校
友
会

松

井

幹

夫

特
別
顧
問

法
学
部 

1
9
6
4
年
卒
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『家族になろうね　特別養子縁組で子どもを迎えて』

本書は本校社会学部を卒業し、中
日新聞記者となった筆者が、不妊治
療を経て「赤ちゃん縁組」に出合い、
特別養子縁組を通じて親になるまで
の軌跡と里親制度の現状をつづりま
した。縁組制度の詳細な解説ととも
に、避けて通れない真実告知や子ど
ものルーツ探し、生みの母との関わり
など、さまざまな養子縁組家庭の実
例を紹介。
すべての子どもたちが、家庭の愛情
に包まれ、健やかに育ってほしいと願
う人たちに届ける一冊です。

奥田哲平 著
中日新聞社（記者）
2001年社会学部卒

（中日新聞社）

法政で出会った「進取の気象」
「私の学生時代には、まだパソコ

ンはありませんでしたが、『超小型
コンピュータ入門』という講座を
履修しました。テープに微分積分
を打ち込んで富士山の体積を計算
する――そんな課題が出る、当時
としては最先端の授業でした」

法政大学には日立製のコンピュー
タ「ハイテック 10」が設置されて
おり、10 畳ほどの部屋に集積回路
がぎっしりと並んでいたという。
「“超小型”といっても、今のス

マートフォンの半分程度の能力で
した。当時はプログラミングがブー
ムでしたが、私は文系の道に進み、
経営を学んで家業を継ぐことにな
りました。もしそのまま IT や経済
研究を続けていたら――と思うこ
ともありますが、旅館業を継いだ
のは運命だったのでしょう。父は
非常に厳しい人で、よく鍛えられ
ましたね」
「人生とは本当に不思議なもので

す」と穏やかに笑う。

コロナ禍の危機に
――“道後を守る”使命感で動いた

2019 年、「ホテル古湧園 遥」を
グランドオープンした矢先に、新型
コロナウイルス感染症が発生した。
「当時、愛媛県知事とともにカン

ボジアでの調印式に参加する途中、
ベトナム・ダナンに立ち寄ったの
ですが、そこに武漢からの観光バ
スが何台も来ていました。調べて
みると、未知の感染症が広がって
いると。まさに“新型コロナ”と
の最初の出会いでした」

帰国後、感染は全国へと拡大。

「2018 年には 90 万人だった道
後の宿泊客が、2022 年には 50 万
人を割り込みました。観光業にとっ
てはまさに死活問題でした」

理事長として保健所と連携し、
連日感染対策の会議を実施。
「保健所の人員が足りなくなった

ため、私自身が感染防止の知識を
学び、組合講習会にて臨時の講師
をさせていただきました。何とか
道後地区ではパンデミックを起こ
さず、2023 年には宿泊客も 70 万
人まで回復しました」

コロナ禍を通して、安全安心の
まちづくりの重要性を痛感し、各
旅館に「防災士」を配置。また、
災害時通信の途絶に備えて「アマ
チュア無線技士各施設 1 名以上配
置」育成も進めている。
「みんなで道後を守る――それが

私の願いです」

道後温泉、全国第 2位に
――“街全体がひとつの旅館”

2024 年、「第 38 回にっぽんの
温泉 100 選」で道後温泉は見事第
2 位を獲得。
「長年“西の横綱”と言われなが

ら 3 位が続いていましたが、つい
に草津温泉に次ぐ第 2 位になりま
した」

道後温泉本館が 5 年半の保存修
理工事を終え、グランドオープン
を迎えたことや、地域全体での努
力が実を結んだ。「道後全体をひ
とつの旅館と考えました。伊予鉄
道・道後温泉駅が玄関、商店街が
ロビー、各旅館が個性ある客室、
そして「道後温泉本館」や「別館・
飛鳥乃湯泉」「椿の湯」をメインと

位置づける――そんな発想で街づ
くりをしてきたのです」

その功績が認められ、2024 年に
は「愛媛新聞賞」、さらに「黄綬褒章」
を受章、2025 年秋には、「愛媛県
功労賞」を受賞。

法政スピリットを胸に
――温泉文化を世界へ

新山氏は現在、「温泉文化」ユネ
スコ無形文化遺産全国推進協議会
から「温泉文化大使」に任命され、
日本の温泉文化を世界に伝える活
動を行っている。

また、四国の「お遍路道」をユ
ネスコ世界遺産に登録する取り組
みにも尽力中だ。
「全長 1,400 キロの“お遍路道”

は、ヨーロッパの『祈りの道』と
同じ距離です。四国の自然と“お
接待の心”を、世界に知ってもら
いたいですね」

災害復旧のため、首相官邸へ
2018 年の西日本豪雨災害の際に

は、被害の大きかった愛媛・高知
のみが観光庁の観光支援復興周遊
割を受け、香川・徳島は対象外と
なっていた。
「四国全体で復旧すべきだ、観光

は面で」と考えた新山さんは、当
時の安倍総理・菅官房長官に直談判。
「陳情の際、『私も法政出身です』

と伝えると、菅官房長官から『関
係省庁に話しておきます』との言
葉をいただきました。翌日には、
四国 4 県すべてが指定を受けるこ
とに。あの時の安堵と感謝は忘れ
られません」

働きやすい旅館づくり、
持続する街づくりへ
「道後温泉本館・別館飛鳥乃湯泉・

椿の湯」を統括管理する「道後温
泉コンソーシアム」理事長として、
約 300 人の従業員を率いる。
「朝 6 時から夜 24 時までの営業

ですから、人手の確保は大変です。
そこで、組合員の協力を得て『道
後ゆのさと保育園』を設けていた
だき、女性も安心して働ける環境
ができました。旅館や商店街も人
材が戻ってきました」
「道後温泉本館、別館飛鳥乃湯泉、

椿の湯を中心に、温泉街全体が輝
き続ける。そのための仕組みづく
りを続けていきます」

結びに――“法政の学び”を糧に
「法政大学で身

につけた“進取の
気象”が、私の原
点です。これから
も挑戦を恐れず、
地域とともに歩ん
でいきたい」

【インタビューを終えて】
地域の未来を見据え、歩みを止

めず挑戦を重ねてきた新山さん。
その姿勢は、まさに法政が掲げる

「自由と進歩」の精神を体現するも
のでした。幾多の困難を乗り越え、
道後温泉を守り育ててきた功績が、
黄綬褒章や愛媛新聞賞、愛媛県功
労賞といった栄誉に結実したこと
は、多くの校友にとって誇りです。
静かな語り口の奥にある信念と情
熱の灯が、次代を照らしていると
感じました。（広報部会　石毛利雄）

進取の気象

新山 富左衛門さん
（株）古湧園 代表取締役会長

（にいやま ・とみざえもん）

道後を未来へ――法政で育んだ学びと挑戦心

プロフィール
株式会社古湧園 代表取締役会長。1977年法政大学経営学部卒業。入社後、東京事務所
長を経て2010年に社長就任、現在は会長として「ホテル古湧園 遥」をはじめ「十五万
石」「YUI」「みかんの木」「道後足湯カフェ坊っちゃん」などを展開。
道後温泉旅館協同組合相談役理事（前理事長）、日本旅館協会四国支部相談役、愛媛県
経済同友会特別幹事、道後温泉コンソーシアム理事長として地域観光の発展に尽力。
創業106年の古湧園を2019年に全面建替えし、愛媛県初の環境対応型ホテルとして
スクラップ＆ビルドしてグランドオ－プン。
2024年「黄綬褒章」および「愛媛新聞賞」、2025年「愛媛県功労賞」を受賞。

大ヒット映画『国宝』映画評
吉田修一氏の傑作小説『国宝』が、東宝配給により映画化さ

れ、歴史的大ヒットを記録している。
興行収入は2025年10月13日（月）時点で162億円を突破。
邦画歴代1位『踊る大捜査線 THE MOVIE 2』（173.5億円）に
迫る勢いだ。
原作者の吉田修一氏は、我が法政大学経営学部の卒業生。

『悪人』『怒り』など東宝で映画化された作品はいずれも話題作
となり、現代日本文学を代表する作家として母校の誇りである。

任侠の一門に生まれた立花喜久雄が、歌舞伎役者として「国
宝」を目指す波乱万丈の物語。栄光と挫折、信頼と裏切りを経
て成長する姿は、芸道に生きる者の孤高と情熱を見事に描く。
映画は原作の重厚な人間ドラマと歌舞伎の華麗な世界観を
圧倒的な映像美で表現。
「芸道を極める」という普遍的テーマは、法政大学の「自由と
進歩」の精神にも通じる。
母校が輩出した稀代の作家による、日本映画史に残る傑作

をぜひ劇場でご覧いただきたい。

※取材協力：東宝株式会社勤務 井上雄仁氏（2021年社会学部卒）。ご協力に感謝いたします。

©吉田修一／朝日新聞出版　©2025映画「国宝」製作委員会

新山会長
キャラクター
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「
歴
史
が
変
わ
り
ま
し
た
」

―
―
心
を
震
わ
せ
た
瞬
間

今
年
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
生
活

30
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

節
目
の
年
に
振
り
返
る
と
、
嬉

し
い
日
も
、
苦
し
い
日
も
数
え

切
れ
ま
せ
ん
。

ア
ナ
を
志
し
た
の
は
高
校
２

年
の
時
。
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ

れ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
で
、

あ
の
マ
イ
ク
・
タ
イ
ソ
ン
が
ま

学
生
時
代
の
思
い
出
と
原
点

月
日
が
経
つ
の
は
本
当
に
早

い
も
の
で
、
卒
業
か
ら
35
年
が

経
ち
ま
す
。
モ
ノ
ク
ロ
に
な
っ

て
い
た
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

記
憶
が
、
寄
稿
に
あ
た
っ
て
、

仲
間
と
の
談
笑
と
と
も
に
鮮
や

か
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

真
面
目
な
学
生
だ
っ
た
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
ス
ー
パ
ー
の
店

頭
で
試
食
販
売
員
を
し
た
り
、

き
っ
か
け
は
、

92
年
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

「
運
命
」
っ
て
あ
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

高
校
時
代
さ
ほ
ど
成
績
の
良

く
な
か
っ
た
私
は
、
東
京
六
大

学
の
一
角
で
あ
る
法
政
大
学
に

入
学
で
き
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

社
会
学
部
を
選
ん
だ
の
も

「
な
ん
と
な
く
楽
し
そ
う
」
だ

か
ら
。

１
９
９
２
年
４
月
、
社
会
学

部
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
。

稲
増
ゼ
ミ
の
存
在
を
知
り
ま

し
た
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
文
化
を
研

究
す
る
と
い
う
。
ち
ょ
っ
と
難

し
そ
う
か
な
…
…
。

聞
け
ば
、
ニ
ュ
ー
ス
の
Ｖ
Ｔ

Ｒ
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を

制
作
す
る
ゼ
ミ
で
、
稲
増
教
授

の
代
表
的
著
書
は
「
ア
イ
ド
ル

工
学
」
！

こ
れ
は
楽
し
い
に
違
い
な
い
。

さ
ら
に
、
稲
増
教
授
は
「
自

主
マ
ス
コ
ミ
講
座
」
な
る
も
の

を
主
宰
し
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

多
数
輩
出
、
卒
業
生
に
は
小
島

奈
津
子
さ
ん
。
な
、な
、な
、な
っ

ち
ゃ
ん
！！！

と
す
る
と
、
こ
れ
は
？

稲
増
ゼ
ミ
に
入
る
→
自
主
マ

ス
コ
ミ
講
座
に
入
る
→
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
な
れ
る
、
と
い
う
こ

と
！？大

分
か
ら
上
京
し
て
来
た
単

純
な
少
年
は
、
そ
の
ま
ま
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
目
指
す
こ
と
を
決

意
し
た
の
で
す
。

は
明
確
に
「
マ
ス
コ
ミ
で
働
く

自
分
」
を
意
識
し
、
そ
の
準
備

に
費
や
し
た
４
年
間
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
の
出
会
い
が

今
に
つ
な
が
る

｢

ア
ル
バ
イ
ト
ば
か
り
で
、

学
生
の
本
分
は
ど
う
し
た
の

か
」
と
怒
ら
れ
そ
う
で
す
が
、

今
こ
う
し
て
テ
レ
ビ
局
で
職
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
間

違
い
な
く
大
学
で
の
学
び
の
お

か
げ
で
す
。
特
に
、
ゼ
ミ
活
動

で
の
恩
師
や
先
輩
、
同
期
と
の

出
会
い
が
な
け
れ
ば
、
今
の
私

は
な
か
っ
た
と
断
言
で
き
ま
す
。

在
籍
し
て
い
た
政
治
学
科

は
、
２
年
次
か
ら
ゼ
ミ
活
動
の

単
位
修
得
が
可
能
で
、
希
望
す

る
現
代
日
本
政
治
の
ゼ
ミ
を
専

攻
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
新
聞
や
通
信
社
、

テ
レ
ビ
マ
ン
を
目
指
す
学
生
が

集
っ
て
い
て
、
物
事
の
捉
え
方

や
考
え
方
の
違
い
に
と
て
も
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ゼ

ミ
活
動
は
２
年
間
で
し
た
が
、

４
年
生
も
顔
を
出
し
て
く
れ
る

こ
と
が
多
く
、
ゼ
ミ
活
動
の
支

援
は
も
と
よ
り
就
職
活
動
の
リ

ア
ル
を
直
接
聞
け
た
の
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

天
職
と
は
何
か
を

問
い
続
け
て

今
回
『
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
天

職
か
』
と
い
う
質
問
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
は
て
？
天
職
と

は
。
調
べ
て
み
る
と
、
や
り
が

い
が
あ
り
、
自
分
の
能
力
を
最

も
発
揮
で
き
る
仕
事
と
あ
り
ま

し
た
。
間
違
い
な
く
、
や
り
が

い
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
能
力

を
最
も
発
揮
で
き
た
か
は
疑
問

で
す
。
実
際
は
、
壁
に
ぶ
つ
か

り
、
自
分
の
ふ
が
い
な
さ
に
落

ち
込
み
、
も
が
く
ば
か
り
で
天

職
と
感
じ
た
こ
と
は
正
直
、
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
続
け
ら
れ

た
の
は
、
自
分
の
強
み
を
持
て

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
以
前
、

富
士
山
頂
か
ら
天
気
予
報
を
伝

え
る
と
い
う
、
と
て
も
貴
重
で
、

贅
沢
な
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
93
年
の
気
象
業

務
法
の
改
正
で
、
気
象
予
報
士

資
格
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
一
念
発
起
し
猛
勉
強
の
末

に
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
気

さ
か
の
Ｋ
Ｏ
負
け
を
喫
し
ま
し

た
。
そ
の
瞬
間
、
実
況
ア
ナ
が

叫
ん
だ
言
葉
―
―
「
歴
史
が
変

わ
り
ま
し
た
！
歴
史
と
は
実
に

あ
っ
け
な
く
崩
れ
る
も
の
！
」。

そ
の
一
言
に
全
身
が
震
え
ま
し

た
。「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
れ

ば
、
大
好
き
な
格
闘
技
を
仕
事

に
で
き
、
歴
史
の
目
撃
者
に
な

れ
る
の
か
！
」。
そ
の
瞬
間
、

進
む
道
が
決
ま
り
ま
し
た
。

父
も
法
政
で
学
び
、

と
も
に
ア
ナ
部
長
に

た
だ
、
こ
の
道
を
選
ぶ
に
は

迷
い
も
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な

ら
、
父
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ
っ

た
か
ら
で
す
（
し
か
も
法
政

卒
）。
災
害
が
あ
れ
ば
家
に
い

な
い
こ
と
も
多
く
、
イ
ベ
ン
ト

前
に
は
自
宅
で
も
準
備
を
す
る

姿
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
見
て
き
ま

し
た
。
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
過
酷
さ
も
知
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
「
歴
史
の
目
撃

者
に
な
り
た
い
」
と
い
う
想
い

が
勝
ち
、
父
に
打
ち
明
け
る
と
、

笑
顔
で
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま

し
た
。

入
学
し
た
法
政
大
学
に
は

「
自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
」
が
あ

り
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
養
成
コ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
道
を
歩
ん
で

― 

法
政
で
得
た
礎 

―

象
の
知
識
を
得
る
こ
と
で
、
伝

え
手
と
し
て
の
や
り
が
い
は
さ

ら
に
増
し
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

長
で
は
あ
り
ま
す
が
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
産

を
機
に
現
場
を
離
れ
た
後
、
経

理
・
人
事
部
門
な
ど
を
経
て
、

２
０
２
４
年
か
ら
現
職
に
就
い

て
い
ま
す
。

採
用
担
当
の
人
事
部
長
の
時

は
、
多
く
の
法
政
大
生
に
エ
ン

ト
リ
ー
い
た
だ
き
ま
し
た
。
面

接
で
は
自
身
の
考
え
を
し
っ
か

り
言
葉
に
で
き
る
学
生
が
多

か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て

今
、
法
大
卒
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

当
社
に
２
人
い
ま
す
。
須
藤
誠

人
ア
ナ
と
植
田
結
衣
子
ア
ナ
で

す
。
須
藤
ア
ナ
は
局
の
顔
、
植

礎
を
築
い
て
く
れ
た

良
き
師
、良
き
友

自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
で
は
、

元
テ
レ
ビ
朝
日
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

長
横
舘
英
雄
さ
ん
に
ご
指
導
頂

き
ま
し
た
。

横
舘
さ
ん
が
口
酸
っ
ぱ
く

仰
っ
て
い
た
の
は
「
声
を
良
く

す
る
に
は
、
毎
日
う
が
い
を
す

る
こ
と
」。

小
さ
な
事
を
継
続
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

同
時
に
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
に

入
部
。

先
輩
方
の
言
葉
が
胸
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

「
練
習
は
試
合
の
よ
う
に
、

試
合
は
練
習
の
よ
う
に
」。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
仕
事
も
、

ま
さ
に
そ
う
。

本
番
を
想
定
し
た
練
習
だ
か

ら
こ
そ
意
味
が
あ
る
、
練
習
を

重
ね
、
そ
の
根
拠
が
あ
る
か
ら

自
信
を
も
っ
て
本
番
に
臨
め
る
。

ラ
ク
ロ
ス
自
体
は
上
手
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

言
葉
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ

て
か
ら
の
指
針
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
３
年
時
、
多
摩
川
沿
い

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ラ
ク
ロ
ス
の

練
習
を
し
、
市
ヶ
谷
の
校
舎
の

屋
上
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
夢
見

て
発
声
練
習
を
し
、
八
王
子
の

ア
パ
ー
ト
で
ゼ
ミ
の
仲
間
と
課

題
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
編
集
す
る
。

い
つ
も
仲
間

が
支
え
て
く
れ

ま
し
た
。

ラ
ク
ロ
ス
へ

の
姿
勢
が
中
途

半
端
だ
っ
た
自

分
を
決
し
て
見
捨
て
な
か
っ
た

同
期
、
放
送
局
へ
の
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
を
事
細

か
に
助
言
し
て
く
れ
た
自
主
マ

ス
の
同
志
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
方
向
性

に
つ
い
て
徹
夜
で
意
見
を
ぶ
つ

け
合
っ
た
ゼ
ミ
の
級
友
。

チ
ー
ム
で
同
じ
方
向
を
向
く

こ
と
が
ど
れ
だ
け
難
し
く
、
そ

し
て
何
よ
り
重
要
か
、
こ
れ
も

ま
た
学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と

で
す
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、
朝

の
情
報
番
組
の
Ｍ
Ｃ
、
夕
方

ニ
ュ
ー
ス
の
Ｍ
Ｃ
、
選
挙
特
番

に
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
優
勝
特
番
、

日
本
ハ
ム
時
代
の
大
谷
翔
平
選

手
初
勝
利
の
試
合
の
実
況
（
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
と
の
交
流
戦
）、
様
々

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

一
日
と
し
て
、
同
じ
仕
事
は

な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
チ
ー
ム

で
同
じ
方
向
を
向
き
、「
練
習

は
本
番
の
よ
う
に
、
本
番
は
練

習
の
よ
う
に
」。

こ
れ
か
ら
も

「
実
践
知
」を
支
え
に

気
づ
け
ば
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
生

活
30
年
。

立
場
も
変
わ
り
、
部
員
の
育

成
や
部
の
運
営
に
、
悩
む
日
々

で
す
。

放
送
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
学
生
時
代
に
学

ん
だ
「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践

知
」
を
礎
に
、
前
を
向
い
て
進

ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
の
春
の
日
に
、
稲
増
先
生

と
出
会
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
。

私
に
と
っ
て
運
命
の
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。

ス
キ
ー
場
で
ラ
ジ
オ
局
の
手
伝

い
を
し
た
り
と
ア
ル
バ
イ
ト
に

明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
週
６

日
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
貯
め
た
お
金
は
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
受
講

料
に
消
え
、
全
国
の
放
送
局
を

受
験
す
る
た
め
の
交
通
費
に
変

わ
り
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

へ
の
あ
こ
が
れ
は
小
学
生
の
頃

か
ら
あ
っ
た
も
の
の
、
在
学
中

田
ア
ナ
は
期
待
の
新
人
で
す
。

２
人
の
働
き
ぶ
り
は
ま
さ
に
天

職
、
大
変
頼
も
し
く
、
今
後
が

楽
し
み
で
す
。
同
窓
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
の
彼
ら
の
活
躍
を
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

選
抜
試
験
を
経
て
参
加
が
叶

い
、
多
く
の
仲
間
た
ち
と
切
磋

琢
磨
。
卒
業
後
、
地
元
・
宮
城

で
憧
れ
の
職
に
就
く
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
自
主
マ
ス
で
培
っ

た
基
礎
と
仲
間
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

喜
び
と
痛
み
を

声
に
乗
せ
て

ア
ナ
と
し
て
最
も
嬉
し
か
っ

た
瞬
間
は
、
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

が
日
本
一
を
決
め
た
時
で
す
。

創
設
時
か
ら
取
材
を
続
け
て
き

た
チ
ー
ム
の
成
長
を
見
届
け
、

そ
の
瞬
間
を
実
況
で
き
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
夢
の
よ
う
で
し
た
。

一
方
、
最
も
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は
東
日
本
大
震
災
で
す
。
被

災
地
で
「
拓
ち
ゃ
ん
、
今
日
い

い
こ
と
が
あ
っ
た
奥
さ
ん
が
い

る
」
と
聞
き
、
訪
ね
た
先
で
言

わ
れ
た
言
葉
―
―
「
津
波
で
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
お
父
さ
ん
が

よ
う
や
く
見
つ
か
っ
た
の
」。

私
は
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
亡

き
人
を
前
に
「
良
か
っ
た
」
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

実
。
そ
れ
が
震
災
で
し
た
。
あ

れ
か
ら
15
年
、
私
は
こ
れ
か
ら

も
震
災
と
真
摯
に
向
き
合
い
続

け
て
い
く
覚
悟
で
す
。

私
は
決
し
て
話
し
上
手
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
台
本
な
し
で
自

由
に
語
る
こ
と
は
好
き
で
も
、

言
葉
が
自
然
に
溢
れ
る
タ
イ
プ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

ア
ナ
と
い
う
職
が
何
よ
り
も
好

き
で
す
。
天
職
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
好
き
だ
か
ら
こ
そ
続

け
て
こ
ら
れ
た
―
―
そ
う
確
信

し
て
い
ま
す
。
今
53
歳
。
残
り

少
な
く
な
っ
て
き
た
マ
イ
ク
人

生
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
株
）静
岡
朝
日
テ
レ
ビ 

報
道
制
作
局
次
長

兼 

総
合
編
成
局
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長

橘　

尚
代（
数
原
）

１
９
９
０
年
法
学
部
政
治
学
科
卒

法政トリオで頑張ってます！
左から橘アナ部長、須藤誠人アナ、植田結衣子アナ

法政出身アナの山形放送・ミヤギテレビ合同交流会。
左から森尾絵美里・伊藤拓（ミヤギテレビ）、小坂憲央・

陣内倫洋・山川麻衣子（山形放送）

歴
史
の
目
撃
者
と
し
て

― 

父
か
ら
受
け
継
い
だ
声
の
道 

―

（
株
）宮
城
テ
レ
ビ
放
送 

報
道
制
作
局

局
次
長〈
前
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
〉

伊
藤　

拓

１
９
９
６
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

運
命
の
春

― 

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
出
会
い
が
導
い
た
道 

―

名
古
屋
テ
レ
ビ
放
送（
株
）

メ
デ
ィ
ア
戦
略
局 

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長

佐
藤　

裕
二

１
９
９
６
年
社
会
学
部
応
用
経
済
学
科
卒

法政大学ラクロス部
時代の雄姿

声
が
紡
ぐ
法
政
ス
ピ
リ
ッ
ト 

―
 

伝
え
る
力
を
導
く
者
た
ち

法
政
出
身
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
が
語
る「
言
葉
の
現
場
」と「
人
を
育
て
る
使
命
」

マ
イ
ク
の
前
で
言
葉
を
磨
き
、い
ま
は
後
輩
を
導
く
立
場
へ―

―

。

法
政
大
学
で
学
び
、社
会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
３
人
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
部
長
た
ち
。

そ
れ
ぞ
れ
が
胸
に
刻
む「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」と「
伝
え
る

責
任
」。

多
摩
、市
ヶ
谷
、そ
し
て
現
場
の
ス
タ
ジ
オ
。法
政
で
芽
生
え
た
情

熱
は
、声
の
力
と
し
て
今
も
次
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

特集

法
政
大
学
出
身

前
・
現
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
部
長

◆
北
海
道
テ
レ
ビ

　
佐
藤
良
嗣（
経
営
学
部
）

◆
秋
田
放
送

　
井
関
裕
貴（
社
会
学
部
）

◆
山
形
放
送

　
小
坂
憲
央（
社
会
学
部
）

◆
山
形
放
送

　
山
本
浩
一（
法
学
部
）

◆
仙
台
放
送

　
金
澤
　
聡（
経
営
学
部
）

◆
宮
城
テ
レ
ビ
放
送

　
伊
藤
　
拓（
経
済
学
部
）

◆
新
潟
テ
レ
ビ
21

　
小
山
裕
久（
社
会
学
部
）

◆
テ
レ
ビ
山
梨

　
小
島
　
優（
社
会
学
部
）

◆
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ

　
橘
　
尚
代（
法
学
部
）

◆
名
古
屋
テ
レ
ビ
放
送

　
佐
藤
裕
二（
社
会
学
部
）

◆
関
西
テ
レ
ビ

　
大
橋
雄
介（
法
学
部
）

◆
テ
レ
ビ
山
口

　
香
川
純
也（
工
学
部
）

◆
高
知
放
送

　
丸
山
　
修（
法
学
部
）

◆
南
日
本
放
送

　
岡
田
祐
介（
文
学
部
）
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悲
願
の
28
年
ぶ
り

優
勝
に
挑
む

体
育
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は

２
０
２
４
年
に
創
部
90
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
３

月
１
日
に
は
記
念
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
、
廣
瀬
前
総
長
を
は
じ

め
多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
、
全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権

で
の
優
勝
を
誓
い
ま
し
た
。

全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権

は
、
大
学
日
本
一
を
決
定
す
る

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
団
体
戦
で

あ
り
、
２
０
２
５
年
度
で
第

79
回
を
迎
え
ま
す
。
本
学
は

１
９
９
７
年
に
男
子
が
初
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま

し
た
。
２
０
２
３
年
に
ベ
ス
ト

４
、２
０
２
４
年
に
は
準
優
勝

と
着
実
に
力
を
つ
け
、
あ
と
一

歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
迫
っ
て

い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の
「
今

年
こ
そ
は
」
と
い
う
強
い
思
い

を
受
け
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
も

日
々
の
練
習
・
試
合
を
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
を
支
え
た

努
力
と
絆

し
か
し
、
春
季
リ
ー
グ
戦
、

東
日
本
大
会
、
そ
し
て
リ
ー
グ

戦
の
結
果
に
基
づ
き
出
場
す
る

全
日
本
大
学
王
座
決
定
戦
の
い

ず
れ
の
大
会
で
も
、
日
本
体
育

大
学
に
敗
れ
、
惜
し
く
も
準
優

勝
と
い
う
結
果
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
今
大
会
も
順
調
に
勝
ち

進
め
ば
決
勝
で
日
体
大
と
対
戦

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
決
戦
に
向
け
て
入
念

な
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

酷
暑
の
中
、
選
手
た
ち
は
さ
ま

ざ
ま
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱
え

な
が
ら
も
、
一
戦
一
戦
集
中
し

て
勝
利
を
重
ね
、
つ
い
に
決
勝

の
舞
台
へ
と
駒
を
進
め
ま
し

た
。
決
勝
戦
で
チ
ー
ム
に
勢
い

を
も
た
ら
し
た
の
が
、
４
年
生

の
森
川
亮
介
・
広
岡
大
河
ペ
ア

で
す
。
日
体
大
の
大
将
ペ
ア
と

の
死
闘
を
制
し
、
チ
ー
ム
に
貴

重
な
1
勝
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
日
没
順
延
と
な
っ
た
翌
日

の
試
合
で
も
、
相
手
に
マ
ッ
チ

ポ
イ
ン
ト
を
握
ら
れ
な
が
ら
も

逆
転
勝
利
を
収
め
、
悲
願
の
優

勝
を
掴
み
取
り
ま
し
た
。
優
勝

の
瞬
間
、
喜
び
と
達
成
感
に
満

ち
た
学
生
た
ち
の
姿
を
目
に

し
、
彼
ら
の
努
力
が
報
わ
れ
た

こ
と
に
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
し

た
。
学
生
た
ち
が
掲
げ
た
目
標

を
実
現
で
き
た
こ
と
は
、
部
と

し
て
も
大
き
な
喜
び
で
す
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
挑
戦

来
年
度
は
連
覇
を
目
指
し
、

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
で
き

る
こ
と
を
日
々
地
道
に
、
一
歩

ず
つ
進
む
」
と
い
う
姿
勢
を
忘

女
子
サ
ー
ブ
ル
の
未
来
を

切
り
拓
く
　
駒
路
・
横
田

の
同
期
コ
ン
ビ
に
注
目

全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
準
優
勝

を
果
た
し
た
女
子
サ
ー
ブ
ル

チ
ー
ム
。
そ
の
中
心
に
い
る
の

が
、
個
人
戦
で
関
東
イ
ン
カ
レ

準
優
勝
の
駒
路
ひ
か
る
（
文
学

３
年
）
と
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ

準
優
勝
の
横
田
彩
未
（
文
学
３

年
）
の
同
期
２
人
だ
。
個
々
の

実
力
は
も
ち
ろ
ん
、
互
い
に
高

め
合
う
関
係
が
チ
ー
ム
の
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

れ
ず
、
学
生
た
ち
の
目
標
と
夢

の
実
現
を
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
全

力
で
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
温
か
い
ご

支
援
と
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。�（
監
督　

高
橋
和
孝
）

28年ぶりの栄冠 !
法
政
大
学
体
育
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権
で
悲
願
の
優
勝

創
部
90
周
年
の
節
目
に
刻
ん
だ
、
誇
り
高
き
金
字
塔

法
大
の
４
番
・
松
下
歩
叶
、

ヤ
ク
ル
ト
ド
ラ
１
の
栄
誉

歓
喜
の
瞬
間
、
市
ヶ
谷
に
響
い
た
歓
声
！

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会

議
が
10
月
23
日
、
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
、
体
育
会

硬
式
野
球
部
の
松
下
歩
叶

（
営
４
）
が
東
京
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
か
ら
１
巡
目

指
名
を
受
け
た
。

◆
◆
◆ 

注
目
の
女
子
ア
ス
リ
ー
ト
特
集 

◆
◆
◆

学歴：長野県松本県ヶ丘高等学校卒業
法政大学スポーツ健康学部スポーツ健康学科 卒業
筑波大学大学院 人間総合科学研究科コーチング学専攻（３年制博士課程）修了
博士（コーチング学）
現職：日本女子大学 家政学部児童学科 助教
ソフトテニス指導歴：
2016年4月～2019年3月　法政大学ソフトテニス部 コーチ
2023年1月～現在　全日本ソフトテニスナショナルチーム アナリスト
2025年4月～現在　法政大学ソフトテニス部 監督

高橋 和孝（たかはし かずたか）

駒
路
は
冷
静
な
分
析
力
が
持

ち
味
。
相
手
の
動
き
を
見
極
め

な
が
ら
落
ち
着
い
た
試
合
運
び

を
見
せ
、
チ
ー
ム
に
安
心
感
を

も
た
ら
す
。
一
方
の
横
田
は
、

粘
り
強
さ
と
気
迫
あ
ふ
れ
る
プ

レ
ー
ス
タ
イ
ル
が
魅
力
。
ど
ん

な
状
況
で
も
最
後
ま
で
諦
め
な

い
姿
勢
で
チ
ー
ム
を
鼓
舞
す
る
。

団
体
戦
で
も
両
者
は
随
所
で

存
在
感
を
発
揮
し
、
要
所
で
流

れ
を
引
き
寄
せ
る
活
躍
を
見

せ
た
。

全
日
本
イ
ン
カ
レ
後
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
駒
路
は
、「
横
田

と
同
期
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
、
後
輩
た
ち
を
引
き
上
げ

て
チ
ー
ム
と
し
て
良
い
結
果
を

出
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

４
年
生
の
引
退
を
控
え
、
新

体
制
を
迎
え
る
女
子
サ
ー
ブ
ル

陣
。
駒
路
・
横
田
の
２
人
が
中

心
と
な
り
、
来
季
の
飛
躍
を
目

指
す
チ
ー
ム
の
姿
に
注
目
が
集

ま
る
。�（
山
鳥
優
里
・
法
学
２
年
）

新
星
ペ
ア
、
全
国
に
躍

進
！
牧
野
・
上
野
組
の
挑

戦
が
止
ま
ら
な
い

今
年
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル

ス
、
牧
野
美
涼
（
経
営
３
年
）・

上
野
凛
（
経
営
１
年
）
ペ
ア
が

急
速
に
頭
角
を
現
し
て
い
る
。

７
月
の
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
で
準
優
勝
、

さ
ら
に
10
月
の
全
日
本
学
生
選

手
権
で
も
準
優
勝
と
、
結
成
間

も
な
い
な
が
ら
も
全
国
屈
指
の

実
力
を
証
明
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
に
か
け
る

思
い
　
岡
村
梨
香
、
エ
ー

ス
と
し
て
導
く
集
大
成

法
政
大
学
水
泳
部
の
女
子

エ
ー
ス
、
岡
村
梨
香
（
ス
ポ
ー

ツ
３
年
）。
八
王
子
学
園
八
王

子
高
校
時
代
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
４
０
０
ｍ
自
由
形
で
２
連

覇
を
達
成
す
る
な
ど
圧
倒
的
な

強
さ
を
誇
っ
た
。
大
学
入
学
後

も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
大
会
へ
出

場
し
、
数
々
の
表
彰
台
を
経
験

し
て
き
た
。

今
年
の
関
東
イ
ン
カ
レ
で

は
、
２
０
０
ｍ
・
４
０
０
ｍ
自

由
形
の
両
種
目
で
自
己

ベ
ス
ト
更
新
・
大
会
新

記
録
で
優
勝
。
さ
ら
に

４
０
０
ｍ
自
由
形
で
は

法
政
記
録
も
更
新
し
、
ま

さ
に
記
録
尽
く
し
の
大

会
と
な
っ
た
。

９
月
の
イ
ン
カ
レ
で

水 

泳

運
命
の
瞬
間
、市
ヶ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
が
歓
喜
に
包
ま
れ
る

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
け

ら
れ
た
特
設
会
場
で
は
、
共
に

戦
っ
て
き
た
野
球
部
員
た
ち
が

固
唾
を
の
ん
で
見
守
る
中
、
運

命
の
瞬
間
を
待
っ
た
。

自
身
の
名
前
が
１
人
目
で
呼

ば
れ
る
と
、
会
場
に
は
大
き
な

拍
手
と
歓
声
が
沸
き
起
こ
る
。

松
下
は
一
瞬
、
実
感
の
な
い
表

情
を
浮
か
べ
た
が
、
や
が
て
安

堵
と
喜
び
が
入
り
混
じ
っ
た
笑

顔
に
変
わ
り
、
最
後
は
力
強
い

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
見
せ
た
。

チ
ー
ム
の
要
と
し
て
、
苦
難

と
成
功
の
両
方
を
味
わ
っ
て
き

た
男
が
つ
い
に
報
わ
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

ド
ラ
フ
ト
１
位
で
プ
ロ
へ

―
―
努
力
が
実
を
結
ん
だ
瞬
間

指
名
後
の
会
見
で
松
下
は
、

「
こ
の
１
年
間
ず
っ
と
〝
ド
ラ
フ

ト
１
位
で
プ
ロ
の
世
界
に
行
く
〟

と
い
う
目
標
を
持
っ
て
や
っ
て

き
た
の
で
、
非
常
に
嬉
し
い
気

持
ち
で
し
た
。
打
点
を
多
く
稼

ぎ
、
チ
ー
ム
を
勝
た
せ
ら
れ
る

バ
ッ
タ
ー
に
な
り
た
い
で
す
」

と
力
強
く
抱
負
を
語
っ
た
。

着
実
な
成
長
と
飛
躍
、大
学

野
球
界
を
代
表
す
る
打
者
へ

１
年
秋
に
リ
ー
グ
戦
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
す
と
、
２
年
春

に
は
初
安
打
を
記
録
。
２
年
秋

か
ら
３
年
秋
に
か
け
て
３
期
連

続
で
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
出
さ

れ
、
３
年
秋
に
は
５
本
塁
打
を

放
つ
な
ど
打
撃
で
大
き
く
成
長

し
た
。

日
本
代
表
主
将
と
し
て
の

経
験
が
生
ん
だ
自
信

３
年
・
４
年
時
に
は
大
学
日

本
代
表
に
も
選
出
さ
れ
、
今
夏

の
日
米
大
学
野
球
選
手
権
で
は

主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
。

全
勝
優
勝
を
果
た
し
、
大
会
Ｍ

Ｖ
Ｐ
に
も
輝
い
た
。

打
撃
と
守
備
、二
刀
の
魅
力

で
プ
ロ
の
舞
台
へ

持
ち
味
は
、
引
っ
張
り
方
向

へ
の
強
烈
な
打
球
を
放
つ
長
打

力
と
、
高
い
弾
道
を
描
く
打
撃

セ
ン
ス
。
そ
し
て
ア
ク
ロ
バ

テ
ィ
ッ
ク
な
守
備
だ
。
大
学
最

終
戦
と
な
っ
た
東
大
３
回
戦
で

も
、
打
っ
た
瞬
間
そ
れ
と
分
か

る
本
塁
打
を
放
ち
、
守
備
で
は

鋭
い
三
塁
線
の
打
球
に
飛
び
込

み
、
強
肩
で
ア
ウ
ト
に
す
る
な

ど
存
在
感
を
示
し
た
。

慣
れ
親
し
ん
だ
神
宮
で

新
た
な
一
歩
を

酸
い
も
甘
い
も
経
験
し
、
松

下
は
慣
れ
親
し
ん
だ
神
宮
球
場

で
プ
ロ
と
し
て
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
。

「
打
席
に
立
っ
た
時
の
景
色

や
構
え
た
時
の
眺
め
が
好
き

で
、
そ
う
い
っ
た
場
所
で
こ
れ

か
ら
プ
レ
ー
で
き
る
と
思
う

と
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
す
」
と
語
り
、
プ
ロ
野
球
選

手
と
し
て
神
宮
の
バ
ッ
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
立
つ
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
。

着
実
に
夢
へ
と
歩
み
を
重

ね
、
つ
い
に
そ
の
扉
を
開
い
た

松
下
歩
叶
。
彼
の
こ
れ
か
ら
の

活
躍
か
ら
、
目
が
離
せ
な
い
。

�（
黒
岩
な
つ
子
・
キ
ャ
リ
ア
１
年
）

試
合
中
も
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
、
ど
ん
な
接
戦
で
も
粘
り
強

く
戦
う
姿
が
印
象
的
。
リ
ー
ド

を
許
し
て
も
冷
静
に
立
て
直

し
、
逆
境
を
力
に
変
え
る
強
さ

を
持
つ
。

牧
野
は
俊
敏
な
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
た
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

も
２
０
０
ｍ
自
由
形
、
４
×

２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
第

１
泳
者
）
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

昨
年
シ
ー
ド
落
ち
を
経
験
し
た

女
子
チ
ー
ム
が
総
合
４
位
で

シ
ー
ド
権
を
奪
還
す
る
原
動
力

と
な
っ
た
。

イ
ン
カ
レ
終
了
後
、
水
泳
部

は
新
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
輪
翔
」
を

掲
げ
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

岡
村
は
ま
さ
に
そ
の
中
心

と
し
て
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
す
。
エ
ー
ス
と
し
て
迎
え
る

ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
、
彼
女
が
ど
の

よ
う
な
泳
ぎ
で
チ
ー
ム
を
牽
引

し
て
い
く
の
か
―
―
そ
の
姿
に

注
目
が
集
ま
る
。

�

（
齋
藤
凌
・
社
学
３
年
）

ダ
ー
で
、
攻
守
両
面
で
コ
ー
ト

を
支
配
。
上
野
は
高
精
度
の
ス

マ
ッ
シ
ュ
と
レ
シ
ー
ブ
を
武
器

に
、
相
手
の
動
き
を
見
極
め
る

判
断
力
が
光
る
。

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、

こ
れ
ま
で
に
１
部
リ
ー
グ
で
10

回
、
イ
ン
カ
レ
団
体
で
４
回
の

優
勝
を
誇
る
名
門
だ
。
牧
野
・

上
野
ペ
ア
の
台
頭
が
、
チ
ー
ム

の
さ
ら
な
る
躍
進
を
後
押
し
す

る
だ
ろ
う
。
息
の
合
っ
た
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
プ
レ
ー
で
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て

い
く
に
違
い
な
い
。

�

（
金
山
遥
南
・
法
学
２
年
）



陸
上
競
技
部

第
94
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
男
子
砲
丸
投
げ

【
優
勝
】
山
田
暉
斗
（
経
済
学
部
３
年
）

水
泳
部

「
第
１
０
１
回
日
本
選
手
権
水
泳
競
技
大

会
」（
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
）

デ
ュ
エ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ル
ー
テ
ィ
ン

【
優
勝
】
石
井
小
夏

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
１
年
）

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン

【
優
勝
】
井
崎
妃
楓

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
１
年
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

「
第
80
回
天
皇
賜
杯
・
皇
后
賜
杯
全
日
本

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
」
男
子

【
優
勝
】
菊
山
太
陽
（
経
済
学
部
３
年
）

橋
場
柊
一
郎（
経
済
学
部
３
年
）

「
第
79
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
日
本
大
学

対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
男
子
団
体
戦

【
優
勝
】

「
第
67
回
全
日
本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ

ン
グ
ル
ス
選
手
権
大
会
」

【
優
勝
】
橋
場
柊
一
郎
（
経
済
学
部
３
年
）

「
第
19
回
チ
ャ
イ
ナ
カ
ッ
プ
国
際
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
」　

国
別
対
抗
戦

【
優
勝
】
菊
山
太
陽
（
経
済
学
部
３
年
）

橋
場
柊
一
郎（
経
済
学
部
３
年
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

【
優
勝
】
菊
山
太
陽
（
経
済
学
部
３
年
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

【
優
勝
】
橋
場
柊
一
郎
（
経
済
学
部
３
年
）

ボ
ー
ト
部

「
第
１
０
３
回
全
日
本
ロ
ー
イ
ン
グ
選
手

権
大
会
」
軽
量
級
女
子
ペ
ア

【
優
勝
】
我
妻
奏
英
（
経
営
学
部
４
年
）

渡
邊
心
寧
（
経
営
学
部
３
年
）

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

「
２
０
２
５
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
」
男
子

サ
ー
ブ
ル
団
体

【
優
勝
】
津
森
志
道
（
経
営
学
部
４
年
）

レ
ス
リ
ン
グ
部

「
全
日
本
学
生
選
手
権
」
女
子
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
68
㎏
級

【
準
優
勝
】松
山
楓（
国
際
文
化
学
部
３
年
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

「
第
76
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
」
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

【
優
勝
】
櫻
井
煌
介
（
経
済
学
部
３
年
）

南
本
和
哉
（
経
済
学
部
３
年
）

ボ
ー
ト
部

「
第
52
回
全
日
本
大
学
ロ
ー
イ
ン
グ
選
手

権
大
会
」
男
子
フ
ォ
ア

【
優
勝
】
村
上
陽
亮
（
法
学
部
２
年
）

大
畑
奏
輔
（
法
学
部
２
年
）

栗
原
知
成
（
法
学
部
４
年
）

美
藤
晃
佑
（
経
営
学
部
２
年
）

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
・
水
上
ス
キ
ー
部

「
第
70
回
桂
宮
牌　

全
日
本
学
生
水
上
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
」
男
子
ト
リ
ッ
ク
部
門

【
優
勝
】
小
泉
心
（
人
間
環
境
学
部
４
年
）

相
撲
部

「
第
１
０
３
回
全
国
選
手
権
大
会
」
団
体
戦

【
第
３
位
】　

重
量
挙
部

「
第
85
回
全
日
本
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会
」
55
㎏
級

【
優
勝
】
米
満
庸
介
（
文
学
部
４
年
）

剣
道
部

「
第
64
回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
」

【
優
勝
】（
３
度
目
）
高
橋
萌
子

（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部　

�

２
０
１
６
年
３
月
卒
）

２
０
２
５
年
度
体
育
会
各
部
の
主
な
成
績
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や
っ
た
ー
！
法
政
だ
ー
！！

私
と
法
政
と
の
出
会
い
は
、

息
子
・
宏
樹
の
中
学
受
験
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
私
立
小
学
校

に
電
車
通
学
し
て
い
た
息
子

に
、
さ
ら
に
中
学
受
験
を
さ
せ

る
こ
と
は
時
間
を
奪
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
し
た
。
野
球
を
や
り

た
か
っ
た
息
子
に
我
慢
を
さ
せ

る
た
め
に
交
わ
し
た
約
束
―
―

「
法
政
に
合
格
し
た
ら
、
ず
っ

と
野
球
を
し
て
い
い
」。

そ
し
て
感
激
の
合
格
。
迎
え

た
入
学
式
で
校
長
先
生
が
述
べ

ら
れ
た
「
子
供
の
母
校
は
我
が

母
校
」
と
い
う
言
葉
が
、
今
も

胸
に
残
っ
て
い
ま
す
。

野
球
部
に
入
部
し
、
私
の
応

援
生
活
も
始
ま
り
ま
し
た
。
高

校
２
年
の
秋
の
大
会
は
、
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
も
チ
ア
も
い
な
い
神

宮
第
二
球
場
。
父
母
の
会
で
声

を
合
わ
せ
、
チ
ャ
ン
ス
法
政
を

歌
い
ま
し
た
。
し
か
し
翌
年
は

コ
ロ
ナ
禍
。
学
校
は
休
校
、
野

球
部
も
活
動
停
止
、
大
会
も
中

止
と
な
り
、
苦
し
い
日
々
が
続

き
ま
し
た
。

大
学
進
学
後
は
寮
生
活
。
私

は
後
援
会
に
入
り
、
Ｈ
Ｓ
Ｃ
で

法
政
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部

創
部
１
０
０
周
年
を
盛
大

に
祝
う

法
政
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の

創
部
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る

祝
賀
会
が
、
12
月
６
日
、
東
京

都
千
代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
お
い
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、

現
役
部
員
、
関
係
者
な
ど
約

２
０
０
名
が
参
集
し
、
長
き
に

わ
た
る
歴
史
と
伝
統
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

我
が
法
政
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ

部
は
、
全
日
本
選
手
権
大
会
で

延
べ
41
人
、
国
体
で
36
人
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
す
る
な

ど
、
日
本
を
代
表
す
る
強
豪
校

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
土
橋

茂
之
氏
（
１
９
９
２
年
バ
ル

息
子
の
い
る
野
球
部
で
は
な

く
、
あ
え
て
他
の
部
活
動
を
担

当
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
メ

ジ
ャ
ー
で
は
な
い
部
活
を
支
援

し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

息
子
は
全
国
の
名
選
手
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
４
年
間
、
一
度

の
登
板
機
会
に
も
恵
ま
れ
な
い

投
手
で
し
た
。
し
か
し
、
あ
る

会
合
で
応
援
団
の
方
と
話
し
た

と
き
「
息
子
さ
ん
は
仲
間
の
勝

利
を
信
じ
、
誰
よ
り
も
本
気
で

応
援
し
て
い
る
」
と
聞
か
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
ど
の
部
活
で

あ
っ
て
も
一
所
懸
命
で
す
。
出

場
機
会
の
な
い
選
手
で
あ
っ
て

も
、
仲
間
を
思
い
や
り
支
え
る

姿
が
あ
る
の
で
す
。
―
―
頑
張

れ
、
暁
の
勇
者
た
ち
。

今
年
か
ら
は
「
応
援
団
を
送

る
会
」
に
も
関
わ
り
、
今
度
は

私
た
ち
が
応
援
団
を
応
援
し
て

い
ま
す
。
卒
業
し
た
息
子
・
宏

樹
は
、
現
在
も
独
立
リ
ー
グ
で

投
手
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
応
援
イ
ベ
ン
ト
実
施
部
会

�

担
当
部
長　

林　

弘
行
）

法
政
大
学
体
育
会
は
、

40
の
運
動
部
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
日
々
、
多
く
の

学
生
が
各
競
技
分
野
で
研

鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
全
容
を

把
握
し
て
い
る
人
は
決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

知
名
度
の
高
い
競
技
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
他
の
競
技

に
お
い
て
も
顕
著
な
成
果

を
挙
げ
る
部
が
少
な
く
な

く
、
そ
の
活
動
の
裾
野
の

広
さ
に
は
改
め
て
感
嘆
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
体
育
会
の
活

動
を
支
え
続
け
て
き
た
「
法

友
体
育
会
」
は
、
本
年
、

設
立
60
周
年
と
い
う
節
目

法
政
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー（
Ｈ
Ｓ
Ｃ
）に
参
加
し
て

母
校
と
な
っ
た
法
政
で
見
つ
け
た
応
援
の
幸
せ

法
政
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
　
創
部
１
０
０
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

―
 

不
撓
不
屈
の
精
神
で
、
次
の
１
０
０
年
へ ―

セ
ロ
ナ
大
会
）、
森
脇
唯
人
氏

（
２
０
２
１
年
東
京
大
会
）
が

出
場
。

ま
た
、
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
の

世
界
で
は
、
木
村
悠
氏
が
第
35

代
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ

級
王
者
、
井
上
岳
志
氏
が
Ｏ
Ｐ

Ｂ
Ｆ
お
よ
び

Ｗ
Ｂ
Ｏ-

Ａ

Ｐ
ス
ー
パ
ー

ウ
ェ
ル
タ
ー

級
王
者
と
な

る
な
ど
、
数

多
く
の
実
績

を
残
し
て
い

ま
す
。

２
０
２
５

年
度
の
体
育

会
ボ
ク
シ
ン

グ
部
は
、
１

部
リ
ー
グ
で

第
３
位
の
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
。

祝
辞
と
回
顧
で
つ
づ
る

１
０
０
年
の
歩
み

開
会
に
あ
た
り
、
ダ
イ
ア
ナ
・

コ
ー
総
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
竹
中

宣
雄
校
友
会
会
長
、
徳
安
保
健

体
育
セ
ン
タ
ー
長
に
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｏ
Ｂ
代
表
か
ら
は

往
年
の
試
合
や
恩
師
と
の
思
い

出
な
ど
、
歴
史
を
彩
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
、
会
場
は
当

時
を
懐
か
し
む
温

か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ク
シ

ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
で
歌

手
の
Ｔ
Ｅ
Ｅ
氏
に

よ
る
歌
唱
も
披
露

さ
れ
、
会
場
の
拍

手
を
誘
い
ま
し
た
。

池
本
ボ
ク
シ
ン

グ
部
Ｏ
Ｂ
会
副
会

長
の
発
声
に
よ
る

乾
杯
の
後
、
出
席

者
全
員
の
唱
和
が

響
き
渡
り
、
祝
賀

会
は
盛
大
に
幕
を
開
け
ま
し
た
。

現
役
部
員
の
誓
い
と

世
代
を
超
え
た
交
流

現
役
部
員
を
代
表
し
て
、
主

将
の
松
久
さ
ん
が
「
先
輩
方
の

努
力
と
伝
統
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

一
戦
一
戦
を
大
切
に
戦
っ
て

い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

懇
親
会
で
は
、
当
時
の
写
真

や
映
像
が
展
示
・
上
映
さ
れ
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
現
役
部
員
と
の

交
流
が
世
代
を
超
え
て
深
ま
り

ま
し
た
。

「
不
撓
不
屈
」の
精
神
で

次
の
１
０
０
年
へ

創
部
以
来
受
け
継
が
れ
て
き

た「
不
撓
不
屈
」の
精
神
を
胸
に
、

法
政
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
次

の
１
０
０
年
に
向
け
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

（
法
友
体
育
会
常
務
理
事

体
育
会
ボ
ク
シ
ン
グ
部
前
監
督

�

頴
川　

德
夫
）

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
、
11
月
22
日
、
薩
埵
ホ
ー
ル

に
お
い
て
記
念
祝
賀
会
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
体
育
会
へ
の
長
年

の
貢
献
を
讃
え
、
特
別
功
労
賞

な
ら
び
に
各
部
功
労
賞
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
大
学
、
校

友
会
、
後
援
会
の
代
表
よ
り
祝

辞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
一
層
の
発
展
を
誓
い

合
う
、
誠
に
意
義
深
い
催
し
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
祝
賀
会
は
、
宴
席
を

設
け
ず
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
選
手
を
第
一
に
考
え

る
」
と
い
う
法
友
体
育
会
の
理

念
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

簡
素
な
が
ら
も
厳
粛
か
つ
温
か

な
雰
囲
気
の
中
で
執
り
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
も
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
し
た
。

こ
の
節
目
を
契
機
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
関
心
を
寄
せ
る
機
会

の
少
な
か
っ
た
競
技
に
も
目
を

向
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見

と
感
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

各
部
の
活
動
の
詳
細
は
、
大

学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
「
Ｈ
Ｓ
Ｃ
法
政
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
に
て
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
学
体
育
会
の
多
彩
な
活
動

の
一
端
に
、
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
法
友
体
育
会
幹
事

�

広
報
部
会　

頴
川
德
夫
）

法友体育会設立60周年記念
― 法政大学体育会の歩み ―



書
類
を「
直
し
て
」

　福
岡
に
来
ん
し
ゃ
い

福岡大会インタビュー

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
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名
門
コ
ー
ス
で
味
わ
う
歓
喜
と
屈
辱

次
回
大
会
で
の
雪
辱
を
誓
う

博
多
の
夜
、法
政
の
絆
さ
ら
に
深
く 

懇
親
会
の
熱
気
と
交
流

福
岡
の
魅
力
に
ふ
れ
る
旅
路

次
回
は
長
野
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

10
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日

間
、
第
31
回
法
政
大
学
全
国
卒

業
生
の
集
い
が
福
岡
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

日
程
は
17
日
記
念
ゴ
ル
フ
大

会
、
18
日
大
会
式
典
・
記
念
講

演
と
懇
親
会
、
19
日
福
岡
・
佐

賀
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

も
の
で
し
た
。
参
加
者
は
約

５
０
０
名
に
及
び
ま
し
た
。

18
日
の
大
会
式
典
で
は
、
ま

ず
竹
中
宣
雄
校
友
会
会
長
が
開

会
挨
拶
し
ま
し
た
。
竹
中
会
長

は
3
つ
の
方
針
と
し
て
、
現
役

学
生
の
支
援
、
地
方
校
友
会
の

活
性
化
、
女
性
や
若
者
が
活
躍

で
き
る
よ
う
な
校
友
会
を
、
と

述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
服
部
福
岡
県
知
事
の

祝
辞
、
菅
99
代
内
閣
総
理
大
臣

と
高
島
福
岡
市
長
の
祝
辞
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

講
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ダ

イ
ア
ナ
・
コ
ー
総
長
と
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
の
発
明
者
原
昌
宏
法
政

大
学
名
誉
博
士
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

講
演
で
原
さ
ん
は
「
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
に
入
り
な
が
ら

一
度
も
車
関
係
の
仕
事
を
や
っ

て
い
な
い
。
常
に
新
規
事
業
を

行
っ
て
い
た
」
と
言
い
、
製

品
開
発
の
苦
労
話
と
と
も
に

法
政
大
学
を
卒
業
し
て
早
31

年
。
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
記
者

時
代
に
ゴ
ル
フ
特
集
を
担
当

し
、
取
材
を
口
実
に
名
門
コ
ー

ス
を
回
っ
た
の
が
ゴ
ル
フ
熱
の

始
ま
り
で
し
た
。
以
来
、
仕
事

の
合
間
に
腕
を
磨
き
、「
全
国

卒
業
生
の
集
い
」
に
は
今
回
の

福
岡
大
会
で
３
回
目
の
参
加
と

な
り
ま
す
。

最
大
の
魅
力
は
、
全
国
各
地

の
名
門
コ
ー
ス
を
巡
れ
る
こ

と
。
毎
回
、サ
ー

ク
ル
の
１
年
先

輩
・
水
野
裕
晃

様
（
日
本
広
明

社
社
長
）
と
ご

一
緒
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
舞

台
・
芥
屋
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
は
、

名
匠
赤
星
四
郎

今
回
で
31
回
目
の
全
国
卒
業

生
の
集
い
は
10
月
18
日
（
土
）

博
多
の
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
法
政
人
が
語
る
未
来
へ

の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
新
総
長

お
よ
び
日
本
が
世
界
に
誇
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
発
明
者
の
原
昌
宏
氏

の
講
演
を
拝
聴
し
、
他
に
未
来

共
創
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
盛
り
沢
山
の

内
容
で
し
た
。
法
政
人
と
し
て

自
信
を
持
っ
て
活
動
し
て
お
ら

れ
る
各
々
の
姿
に
私
た
ち
も

誇
ら
し
く
大
変
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

懇
親
会
で
は
、「
ち

ん
ど
ん
鈴
乃
家
」
の

皆
様
の
華
や
か
な
演

奏
で
幕
を
開
け
、
博

多
祇
園
山
笠
の
映
像

上
映
で
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

全
国
卒
業
生
の
集
い
「
福
岡

大
会
」
の
３
日
目
は
、
宗
像
・

唐
津
の
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
の

文
化
や
歴
史
を
学
び
、
参
加
者

同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

宗
像
コ
ー
ス
は
、
世
界
遺
産
・

宗
像
大
社
と
「
道
の
駅
む
な
か

た
」
を
巡
る
コ
ー
ス
。
海
の
神

様
に
祈
り
を
捧
げ
、
新
鮮
な
魚

介
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

唐
津
コ
ー
ス
は
、
唐
津
城
や

曳
山
展
示
場
、
呼
子
の
イ
カ
と
、

見
ど
こ
ろ
と
美
味
が
満
載
。
海

と
祭
と
城
の
ま
ち
で
心
が
ほ
ど

の
設
計
に
よ
る
超
難
関
。
深
い

ラ
フ
と
高
い
バ
ン
カ
ー
に
苦
戦

し
、
上
が
り
２
ホ
ー
ル
で
９
打

の
屈
辱
を
味
わ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
卒
業
生
の
皆
様
は

明
る
く
温
か
く
、
悔
し
さ
も
笑

い
に
変
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

名
門
コ
ー
ス
で
の
挑
戦
と
交
流

は
、
私
に
と
っ
て
至
福
の
時
間
。

次
回
こ
そ
雪
辱
を
果
た
し
、
さ

ら
な
る
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

（
野
口
達
也　

文
学
部
哲
学
科
卒
）

士業の会の税理士仲間と唐津城天守閣にて

水野裕晃先輩の 10番での
バンカーショット

「
作
っ
た
ら
ど
う
広
め

る
か
が
大
事
。
是
非
、

好
奇
心
を
忘
れ
ず
に
」

と
講
演
を
終
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
田
中

幹
人
理
工
学
部
准
教
授

の
「
星
野
村
で
進
め
る

＂
学
び
と
地
域
の
共
創
＂
学
際

宇
宙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
挑
戦
」
と
、

教
え
子
で
八
女
市
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
の
戸
澤
理
紗
さ

ん
に
よ
る
「
法
政
大
学
か
ら
星

野
村
へ
」
と
い
う
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
戸
澤
さ
ん
は
最
後
に

「
法
政
に
入
り
、
星
野
村
に
移

住
し
て
人
生
が
変
わ
っ
た
。
今

後
も
法
政
か
ら
若
い
人
が
来
て

育
っ
て
ほ
し
い
。
み
な
さ
ん
も

星
野
村
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

け
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

「
全
国
卒
業
生
の
集
い
」
は

30
年
以
上
続
く
歴
史
あ
る
会

で
、
世
代
を
超
え
た
法
政
の
絆

が
広
が
り
ま
す
。

次
回
は
令
和
８
年
10
月
23
～

25
日
、
長
野
県
で
開
催
予
定
。

皆
さ
ま
と
再
び
笑
顔
で
お
会
い

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
大
石
賢
代

�

経
済
学
部
経
済
学
科
卒
）

続
い
て
、
応
援
団
の
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、

会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮

に
達
し
ま
し
た
。

7
回
目
の
参
加
と
な
る
今
回

は
、
異
分
野
で
活
躍
す
る
法
政

人
と
の
交
流
を
通
じ
て
多
く
の

刺
激
を
得
ま
し
た
。
原
昌
宏
氏

と
も
名
刺
交
換
と
写
真
撮
影
の

機
会
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
長
野
大
会
に
も
、
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
竹
中
雅
世　

文
学
部
日
本

文
学
科
卒
／
大
阪
府
校
友
会
）

―
―
親
子
で
法
政
の
出
身
だ

と
か私

の
次
男
が
法
政
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
１
年
生
で

す
。
息
子
が
大
学
の
後
輩
と
い

う
の
は
、
や
は
り
う
れ
し
い
で

す
ね
。
ま
わ
り
に
も
法
政
出
身

者
は
、
け
っ
こ
う
い
ま
す
よ
。

本
日
（
10
月
18
日
）
の
式
典

の
司
会
を
一
緒
に
務
め
る
予
定

だ
っ
た
元
Ｋ
Ｂ
Ｃ
九
州
朝
日
放

送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
松
下
由
依

さ
ん
も
そ
う
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
今
日
は
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
日
本
シ
リ
ー

ズ
進
出
が
か
か
っ
て
い
て
、
そ

の
取
材
の
た
め
福
岡
ド
ー
ム
で

待
機
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
の

記
者
だ
っ
た
鎌
田
真
一
郎
君

は
、
社
会
学
部
で
同
じ
稲
増
ゼ

ミ
の
出
身
で
す
し
、
私
が
い
た

Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
だ
け
で
も
、

法
政
出
身
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は

の
べ
５
人
い
ま
し
た
。

―
―
そ
の
テ
レ
ビ
局
を

２
０
２
３
年
に
や
め
て
フ
リ
ー
に

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
で
報
道

の
在
り
方
に
疑
問
を
感
じ
て
、

独
立
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
局
に

い
る
と
、
ど
う
し
て
も
ス
ポ
ン

サ
ー
に
忖
度
し
て
、
自
主
規
制

し
て
し
ま
う
の
で
す
。

今
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
全
世

界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
テ
ー

マ
と
し
て
は
、
例
え
ば
健
康
情

報
。
病
気
と
健
康
の
間
の
未
病

の
状
態
に
取
り
組
む
人
、
つ
ま

り
東
洋
医
学
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
い
ま
す
。

―
―
浜
崎
さ
ん
は
千
葉
の
ご
出

身
で
す
よ
ね
。
他
県
か
ら
来
た

人
の
方
が
、
福
岡
の
魅
力
が
よ

く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が

生
ま
れ
は
長
野
の
松
本
市
で

す
。
父
親
の
転
勤
で
、
あ
ち
こ

ち
を
転
々
と
し
千
葉
で
中
学
高

校
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
望
し
て
Ｆ
Ｂ

Ｓ
に
入
り
ま
し
た
が
、
父
親
は

長
崎
出
身
で
も
あ
り
、
ご
縁
が

あ
り
ま
し
た
。

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
福
岡

は
適
度
に
都
会
で
、
適
度
に
田

舎
で
、
海
や
山
が
近
く
に
あ
っ

て
、
食
べ
物
が
お
い
し
い
。
と

け
こ
め
ば
情
も
熱
く
、
気
質
も

明
る
い
で
す
。

そ
う
そ
う
、「
直
す
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
福
岡
の

第 31 回全国卒業生の集い福岡大会
実行委員長

浜崎正樹さん

方
言
で
は
「
片
付
け
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。
新
人
の
時
に

使
っ
た
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ

を
デ
ス
ク
に
置
き
っ
ぱ
な
し

に
し
た
ら
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

先
輩
か
ら
「
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ

チ
直
さ
ん
か
」
と
い
わ
れ
て
、

思
わ
ず
「
こ
れ
壊
れ
て
な
い
で

す
よ
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

冗
談
の
よ
う
な
話
で
す
が
、

こ
れ
を
引
用
し
て
、
み
な
さ
ん

に
「
書
類
を
直
し
て
福
岡
に
来

ん
し
ゃ
い
。
楽
し
か
町
で
す

よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
す
。

�

（
聞
き
手　

桑
原
政
昭
）

福岡大会第31回 法政大学全国卒業生の集い

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
発
明
者

原
昌
宏
さ
ん
が
講
演

※
太
宰
府
コ
ー
ス
は
最
少
催
行
人

数
に
達
し
な
い
た
め
催
行
中
止
と

な
り
ま
し
た


